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【法人の理念】 

「人間らしく生きること」 

すべての人が、人間として、その人らしく生きることを支援します。 

 

 

【法人の使命】 

１．地域の人々の、障がいへの理解を推進すること。 

２．利用者の QOL（生活の質）を高める支援を行うこと。 

３．利用者個々のニーズに応え、利用者自らが主人公となる活動を提供すること。 

４．職員は常に学ぶことを忘れず、自己研鑽に努めること。 

５．区内および近隣区の福祉・教育・保健・医療等の関係機関、団体と連携し、 

地域ケアシステムにおけるネットワーク形成の拠点となること。 
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１．人財確保の取り組み 

 

少子高齢化による人口減少を迎え、人財不足は今後さらに深刻化することが予想され、

当法人としても人財確保は大きな課題となっています。 

人財確保を目的として、採用活動においては、昨年度に引き続き、新卒採用の求人サ

イトを活用しました。また、実習生の受け入れも積極的に行いました。実習生の受け入

れは、就職を希望する学生を増やす重要な機会になります。実習を終えた後も、ボラン

ティアやアルバイトとして、つながりが途切れない様にしました。その結果、4月に新

卒の職員 2名を採用し、令和 7年 4月入職を希望する新卒の内定者 1 名を獲得すること

ができました。 

今年度は、計画通りに常勤職員の採用を進めることができました。 

 

２．新たな事業展開 / 既存事業の拡充・充実 

 

 新たな事業展開として、人財・組織体制の強化に取り組み、今年度から「横浜市障害

者自立生活アシスタント事業」を実施する相談支援室こだまと「自立生活援助事業」を

実施する自立生活援助こだまを戸塚事業所内に開設しました。戸塚区基幹相談支援セン

ターと連携しながら事業を進めました。 

 既存事業の拡充・充実では、今年度から東戸塚地域活動ホームひかりの日中活動事業 

- 生活介護の定員を 35 名から 40名に変更し、新規利用者 5名を受け入れました。 

新規事業については、検討を進めてきましたが具体的な計画策定には至りませんでし

た。まずは日中活動事業の利用者増と日課の見直しを行うことから始めていき、改めて

地域ニーズに応えた新たな事業展開のかたちを描いていくことを常務理事会で決定し

ました。 

 

３．法人運営 

 

 今年度の理事会、評議員会の開催状況は、以下の通りです。 

 

名 称 日 時 内 容 

第 87回 理事会 令和 6年 6月 6日（木） 

18:00～19:30 

《議決事項》 

・令和 5年度 事業報告案の件 

・令和 5年度 決算案の件 

・令和 5年度 監事監査報告の件 

・評議員会開催の件 

《報告事項》 

・令和 5年度 社会福祉充実残額の件 
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第 64回 評議員会 令和 6年 6月 25日（火） 

16:30～18:00 

《議決事項》 

・令和 5年度 決算案の件 

・令和 5年度 監事監査報告の件 

《報告事項》 

・令和 5年度 事業報告の件 

・令和 5年度 社会福祉充実残額の件 

第 88回 理事会 令和 6年 12月 20日（金） 

17:00～18:30 

《議決事項》 

・令和 6年度 上半期 事業の現状、 

           今後の取り組みの件 

・令和 6年度 第 1次補正予算案の件 

・経理規程一部改正の件 

・定款細則一部改正の件 

・職務権限規程一部改正 

《報告事項》 

・理事長の職務執行状況報告の件 

・業務執行理事の職務執行状況報の件 

・令和 6年度 社会福祉法人 指導監査の件 

第 89回 理事会 令和 7年 3月 26日（水） 

18:00～19:30 

《議決事項》 

・令和 6年度 最終（第 2次）補正予算案の件 

・令和 7年度 事業計画案の件 

・令和 7年度 当初予算案の件 

・給与規程一部改正の件 

・虐待防止・対応規程一部改正の件 

・育児・介護休業等に関する規則一部改正の件 

《報告事項》 

・理事長の職務執行状況報告の件 

・業務執行理事の職務執行状況報告の件 

・ラフォーレさくら 監査の件 

《その他》 

・令和 7年 役員（理事・監事）・評議員 

改選スケジュール 

 

４．円滑な業務遂行 

 

 理事長、管理者、法人本部事務員、事務部長を構成メンバーとして、経営・運営上の

課題検討に加え、理事会・評議員会の準備と開催時期の検討など、毎月1回オンライン

にて開催しました。また、必要に応じて常務理事会を開催しました。 

施設運営・日課全般・委員会・担当業務に関わることは、運営会議や職員会議、各部

ごとの会議を開催して、検討と情報共有を行ないました。 
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５．職員の入職・退職等 
 

＜東戸塚地域活動ホームひかり＞ 

【入職】   4月 生活支援員  2名 （常勤：女性） 

生活支援員  1名 （パート：女性） 

5月 生活支援員  1名 （パート：女性） 

生活支援員  1名 （パート：女性）※ 

6月 生活支援員  1名 （パート：女性） 

10月 生活支援員  1名 （パート：男性）※ 

12月 生活支援員  1名 （パート：女性） 

【退職】   4月 生活支援員  1名 （パート：女性） 

8月 生活支援員  1名 （パート：女性）※ 

3月 生活支援員  2名 （パート：女性） 

3月 生活支援員  2名 （パート：男性・女性）※ 

【契約変更】10月 生活支援員  1名 （パート⇒常勤：女性） 

※学生アルバイト 
 

＜戸塚区基幹相談支援センター＞ 

【入職】  4月 相談員   2名 （常勤：男性・女性） 

【退職】  5月 相談員   1名 （常勤：男性） 
 

＜後見的支援センターとつかエコー＞ 

 【入職】  4月 あんしんサポーター 1名 （常勤 ：女性） 
 

＜ホープ川上＞ 

【入職】  4月 世話人   1名 （パート：女性） 

9月 世話人   1名 （パート：女性） 

【退職】  5月 世話人   1名 （パート：女性） 

 

６．地域との連携強化・地域社会づくり、情報発信力の強化 

 

 2021年に第 4期 とつかハートプラン（戸塚区地域福祉保健計画）がスタートして、4

年目を迎えました。基本理念の『誰もが安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会

の実現』を目指し、地域交流事業を中心に取り組みを進めました。 

9 月に東戸塚地域活動ホームひかり主催イベントとして、小児がんの当事者活動を支

援する「ぴっかり★レモン祭り パート 2」を開催しました。一般社団法人みんなのレモ

ネードの会の協力を得て啓発活動を行いました。天候にも恵まれ沢山の地域の方に遊び

に来ていただきました。今後も当事者活動を支援するとともに、障がいのある人たちに

寄り添い安心して自立した地域生活ができるよう、地域社会の中の役割とその課題に対

応できるように取り組んでいきます。 

 11月にヤマト運輸労働組合青年部と大学生が企画したイベント「うちわを仰いでカラ

フルで賑やかな空間を楽しもう！」を東戸塚地域活動ホームひかりで開催しました。昨
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年度に引き続き「ヤマト繋がるプロジェクト」と題する企画で、とつか区民活動センタ

ーが連携団体になっています。平日の開催でしたがたくさんの学生とヤマト社員の方に

来ていただきました。ヤマト社員の方は全国からリモートで参加される方もいて、ネコ

をテーマにうちわに装飾を施し、飾られたうちわを手に音楽に合わせて遊びました。今

後も福祉分野を超えて地域の方や企業と連携を深めていきます。 

戸塚区のコミュニティ FM 局として、地域に密着した情報を発信しているエフエム戸

塚の「Radio Familiar」の番組提供を継続しました。 

理事長が株式会社エフエム戸塚の放送番組審議委員として、放送番組審議会に出席し、

エフエム戸塚が放送する番組を審議しました。また、東戸塚を中心に多様な事業者が加

入している東戸塚絆の会への参加や地域で開催されたイベントをサポートする等、地域

との連携強化を図り、地域住民の障害福祉の理解を深めるよう努めました。 

 

７．人財育成および資質向上 

 

外部研修を中心に、関係職員を参加させ、職員の資質向上に努めました。 

戸塚区地域自立支援協議会主催の研修（7月・1月）に職員を参加させています。7月

の研修は障害児者支援における意思決定支援についての『権利擁護研修』、1月の研修は

地域づくりを考える上で欠かすことのできない『とつかハートプラン（地域福祉保健計

画）』をテーマとした研修でした。 

サービス管理責任者、相談支援専門員、強度行動障害支援を担える職員を増やしてい

く計画においては、要件を満たしている職員に研修を受講してもらいました。 

その他の参加した研修については、各事業で報告しています。また、職場内での事業

担当や委員会活動、自立支援協議会（部会・連絡会）等、職場内外で様々な役割を担い、

受け身ではなく主体者として職場や地域に発信できる力を育てました。 

 令和 7年度の内部研修について、検討を進め、内容を具体的に詰めることができまし

た。 

令和 7 年 3 月 31 日 現在 

資格名称 有資格者数 

サービス管理責任者（基礎・補足） 常勤 4 名 

サービス管理責任者（実践） 常勤 3 名 

相談支援従事者初任者研修 常勤 6 名 

相談支援従事者現任研修 常勤 4 名 

主任相談支援専門員養成研修 常勤 1 名 

強度行動障害支援者養成研修（基礎） 常勤 4 名 パート 1 名 

 

８．虐待防止委員会の開催 

 

今年度は、10月と 3 月に虐待防止委員会を開催しました。身体拘束等の適正化のため
の対策を検討する委員会と一体的に運用しました。当事者委員として、日中活動の利用
者 2名が参加しています。 
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開催月 内容 

10 月 ・令和 6 年度 職員研修の実施状況 

・令和 6 年度 上半期 事故報告、ヒヤリ・ハット報告、苦情報告 

・令和 6 年度 上半期 身体拘束ケースの対応 

・国（厚生労働省）の意思決定支援の考え方と 

神奈川県の意思決定支援ガイドライン 

・介助 - 異性介助 

3 月 ・令和 6 年度 下半期 職員研修の実施状況 

・令和 6 年度 下半期 事故報告、ヒヤリ・ハット報告、苦情報告 

・令和 6 年度 下半期 身体拘束ケースの対応 

・国（厚生労働省）の意思決定支援の考え方と 

神奈川県の意思決定支援ガイドライン 

・衣類 - オーバーオール（胸当て付きのつなぎタイプの服）の着用 

 

９．社会福祉法人指導監査 

 

 令和 6 年度 社会福祉法人に係る指導監査が実施されました。指摘事項および助言事

項については、改善を図りました。 

 

◆実施日時   令和 6年 11月 27日（水） 9時 30分～15時 30 分 

◆担当者   横浜市 健康福祉局 総務部 監査課 職員 2名 
 

＜運営＞ 

指摘区分 口頭指摘事項  

1 評議員及び役員の選任に際し、履歴書等で要件を確認する場合は、事前に徴収し、確認すること。 

2 
評議員会の招集にあたっては、日時、場所及び議案の概要等について、あらかじめ理事会で決議

すること。（場所について決議されていなかった。） 

 

指摘区分 助言事項  

1 理事会の議事録は、提案事項の内容を含めて編綴することが望ましい。 

 

＜会計＞ 

指摘区分 口頭指摘事項  

1 
法人経理規程を改正すること（財務諸表の表記を計算書類に修正すること。また、注記事項

の不足している項目を追加すること）。 

2 
積立金及び積立資産について、積立の目的を示す明確な名称を貸借対照表勘定科目の中区分

において付すこと。 

3 計算書類の注記を適切に作成すること（様式及び記載内容に誤りが認められた）。 

4 
計算書類の勘定科目を適切に使用すること（車輛費とすべきものが燃料費として処理されて

いた）。 
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5 契約業者選定にあたっては、稟議書等を作成し、選定の理由を明確にすること。 

 

１０．ラフォーレさくらの監査 

 

 地域活動支援センター障害者地域作業所型の監査が実施されました。結果、指摘事

項・注意事項・留意事項については、改善を図りました。 
 

◆実施日時  令和 7年 2月 5日（水） 9時 30分～12時 00 分 

◆担当者   横浜市社会福祉協議会 障害者支援センター 職員 2名 

税理士 1名、社会保険労務士 1名          計 4名 
 

＜指摘事項＞ 

分類 No. 改善事項 

会計面 （1） 

報告していただいた「収支決算書（一般会計）」及び「工賃取扱い状況」に 

ついて、法人の資金収支決算書との間に金額の不一致がみられました。 

内容を確認いただき報告いただいた金額に誤りがある場合には再提出をお願

いいたします。 

 

＜注意事項＞ 

分類 No. 改善事項 

運営面 （1） 

並行通所について、個別支援計画には、並行通所している事実のみの記載 

に留まっています。必要性、関係機関との共有時の記録を残すようにして 

ください。 

 

＜留意事項＞ 

分類 No. 改善事項 

会計面 （1） 
備品台帳について、ミシンや電気ポットなどの記載もれがありました。 

もれのないように記載してください。 
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Ⅰ．東戸塚地域活動ホームひかり 

１．日中活動事業 

 

（１）利用実績 

 

＜令和 6年度＞ 

生活介護事業（定員 40名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 21 21 20 22 19 19 22 20 20 19 18 20 241 20.0 

延利用者数 868 834 808 876 735 772 885 809 822 739 703 797 9,648 804.0 

利用者数/日 41.3 39.7 40.4 39.8 38.6 40.6 40.2 40.4 41.1 38.8 39.0 39.8 -  39.9 

入浴利用人数 34 38 30 37 36 32 37 33 35 31 27 29 399 33.2 

送迎利用人数 854 811 766 828 690 736 852 777 815 719 693 767 9,308 775.6 

 

地域活動支援センター事業（定員 10名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 21 21 20 22 19 19 22 20 20 19 18 20 241 20.0 

延利用者数 45 44 44 48 38 40 43 41 41 37 34 39 494 41.1 

利用者数/日 2.1 2.0 2.2 2.1 2.0 2.1 1.9 2.0 2.0 1.9 1.8 1.9 - 2.0 

入浴利用人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

送迎利用人数 16 14 16 16 14 14 14 17 16 14 14 16 181 15.0 

 

＜令和 5年度＞ 

生活介護事業（定員 35名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 20 20 22 20 20 20 21 20 20 19 19 20 241 20.0 

延利用者数 766 749 816 742 742 740 793 764 770 675 646 748 8,951 745.9 

利用者数/日 38.3 37.4 37.0 37.1 37.1 37.0 37.7 38.2 38.5 35.5 34.0 37.4 -  38.6 

入浴利用人数 26 30 23 27 31 28 29 35 24 26 29 29 337 28.0 

送迎利用人数 743 756 819 756 772 764 817 768 781 727 695 773 9,171 764.2 

 

地域活動支援センター事業（定員 10名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 20 20 22 20 20 20 21 20 20 19 19 20 241 20.0 

延利用者数 43 45 49 41 43 46 47 39 47 40 33 42 515 42.9 

利用者数/日 2.1 2.2 2.2 2.0 2.1 2.3 2.2 1.9 2.3 2.1 1.7 2.1 - 2.1 

入浴利用人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

送迎利用人数 16 16 18 16 12 16 14 14 16 10 8 16 172 14.3 
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生活介護 

平均障害支援区分 5.2 障害支援区分 5 と 6 の利用者割合 76％ 

 

（２）日中活動全体 

 

１）現状と今後の取り組み 

4月に新規利用者を 5 名受け入れ、利用者はのべ 74 名のスタートとなりました。 

新規利用者に関しては、通所を開始すると進路実習時にはみられなかった言動が

徐々に出始め上半期は対応に苦慮する場面も多くありましたが、下半期はグループ

担当を一部変更し、利用者もひかりでの過ごしに少しずつ慣れ、職員との関係性も

徐々に構築されてきたため穏やかに過ごせるようになってきました。 

活動プログラムもコロナ以前と同様に運営できるようになり、新規の外部講師を

招いての余暇プログラムも定期的に実施しました。 

反面、プログラム内容の再編に関しては新たな取り組みにあまり着手できず課題

が残りました。利用者本人の希望や適性を基に、年齢や身体機能も考慮に入れて所

属グループの異動・グループ再編成についてケア会議などで議論はしていたものの、

具体的な進捗がみられなかったため、次年度は改めてグループ編成を見直し、併せ

て新たな自主製品の開発や受注作業を活動プログラムに取り入れることができるよ

う、それぞれに担当職員を複数名配置して計画的に進めていく予定です。また、医

療体制の整備も課題として挙げられました。新規利用者には胃ろう注入が必要な利

用者も含まれ、併せて他利用者の発作対応等もある中、通常の業務も含めると看護

師の業務が多岐に渡ってしまうこともありました。次年度も医療行為を要する利用

者を新規に受け入れる予定なので、常勤職員がフォローして看護師の業務をより明

確化し、医療ミスが起こらないよう体制を整備していきます。 

 

２）職員体制 

常勤職員（女性）が 2 名入職し、はじめの 3 ヶ月は各グループに配置して利用者

を知り、支援方法や業務内容を少しずつ覚えてもらいました。各種研修にも参加し、

そこで学んだことをひかりで実践する機会を設けました。 

非常勤パート職員は入退職があり育休取得中の職員もいましたが、生活支援部を

中心としたフォロー体制のもと、支援に重きを置いた運営を継続することができま

した。 

 

３）ケア会議 

月例でケア会議を開催し、利用者支援に関することやプログラム内容について意

見を交わしました。事故、ヒヤリ・ハット報告も毎月確認をして、原因の究明と再

発防止策を話し合いました。 

相談事業所こだまの計画相談員と毎月担当者会議を開催し、情報の交換・共有を

して多角的且つ客観的な視点から支援の幅を広げることができました。 
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４）外出・余暇活動 

7月に日中活動利用者を対象とした「日中夏まつり」を開催しました。 

各グループの一日外出は上半期・下半期共に実施し、11月の宿泊旅行はディズニ

ーランドへ行って近隣のホテルに宿泊しました。12月には例年同様、忘年会を実施

しました。 

20歳を祝う会は今年度対象者がいなかったため実施しませんでしたが、次年度は

5名の利用者が 20 歳を迎えるため、入念に準備をしてお祝いする場を設けたいと思

います。 

 

５）地域とのつながり 

ぴっかりレモンまつりや秋まつりの他、赤い羽根共同募金活動、ヤマトつながる

プロジェクト、地域交流事業の「おばあちゃんと歌おう」等に利用者も参加して、

楽しい時間を共有しました。また、今年度初めて東俣野特別支援学校から卒業式の

来賓贈呈用として焼き菓子の注文が入り、ラッピングしたクッキー・マドレーヌを

お買い上げいただきました。 

 

６）情報の発信 

昨年度から再開した家族向けの懇談会を今年度も開催し、法人全体や各グループ

の現状をお伝えしました。また、家族から意見・要望等を直接いただきました。 

日中活動の利用者や家族向けの機関紙「その人らしく」ではイベントの写真だけ

ではなく、日々の活動の様子も多く載せることで連絡帳では伝えきれない様子を少

しでもお伝えできるよう工夫しました。また、日々の様子をホームページのブログ

にも掲載し、家族はもちろん、より多くの方に発信できるよう努めました。 

 

７）実習生の受け入れ 

高等部 3年生 6 名、2年生 1名の計 7名を受け入れました。 
 

No. 
実習 

性別 学校名＜学年＞ 居住区 目的 
月 所属 期間 

1 
6 月 

ペガサス 3 日間 男 中村特別支援学校 南区 進路 

2 カシオペア 3 日間 男 左近山特別支援学校 戸塚区 進路 

3 
7 月 

カシオペア 3 日間 男 本郷特別支援学校 戸塚区 進路 

4 ペガサス 3 日間 男 東俣野特別支援学校 戸塚区 進路 

5 9 月 カシオペア 3 日間 女 上菅田特別支援学校 戸塚区 進路 

6 10 月 ペガサス 3 日間 男 鎌倉支援学校 栄区 進路 

７ 1 月 ペガサス 1 日 男 左近山特別支援学校 戸塚区 体験 

 

７）健康管理 

例年同様、7 月に清水橋クリニックに来ていただき、利用者の健康診断を実施し

ました。 
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   新型コロナウイルスに罹患した際には、通所を 5日間控えていただき、再開にあ

たっては活動前に抗原検査を実施し「陰性」を確認しました。 

   毎月 嘱託医の木原歯科・内科医院の原口医師に、日常生活上の健康管理や健康

診断の結果について、指導いただきました。また、医療行為を要する利用者の支援

に関して助言をいただきました。 

 

（３）各グループ 

 

１）ＤＥＭ 

ミルキーウェイとの併用利用者を含め、3月末時点で利用者は計 12名（男性 7名、

女性 5名）の在籍となりました。 

今年度は原材料等の値上げにより販売価格を見直し、4 月から販売価格を変更し 

ました。値上げしたことで、より完成度の高い価格に見合った商品を目指してパン

活動に取り組んできましたが、技術面においては更なる向上を図る必要がありまし

た。完成度の問題により、商品として店頭に出すことができないパンがあった際に

は、利用者全体に共有し意識を高め合いました。また、6 月から予約販売を終了し

ました。これまで、予約分で売り切れてしまっていた問題が解決し、初めてひかり

に訪れた方にもご購入いただいき、たくさんの方にＤＥＭのパンを知ってもらう機

会が増えました。 

例年通り、イベントへも積極的に参加しました。初めてお声がけいただいたイベ

ントでも出店することができ、利用者からも喜びの声が上がりました。 

飲料提供に向けて準備を進め、業者との話し合いも行い、来年度前半には再開す

る予定でいます。 

 

２）フェニックス 

カシオペアとの併用利用者を含め、3月末時点で計 22名（男性 15名、女性 7名）

の在籍となりました。 

活動内容は、缶つぶしと自主製品作りを主軸に取り組みました。缶つぶしは今年

度 2回 産廃業者へ持って行って換金し、収益としました。自主製品作りでは、以前

より製作していたくるみボタンをリボンに取り付けて製品化する作業を行いました。

イベント時に自主製品として販売を行い、一定の収益とすることが出来ました。し

かし、缶つぶしでは作業量に対して集められる缶の量が少ない為に十分な収益とし

てはつながらず、自主製品においても製作量に対して販売数が多くない事が課題と

して残り、次年度に向けてさらなる収益となる製品作りや作業量の確保が必要と感

じました。 

余暇活動においては、運動を中心にエクササイズや近隣への散歩等、楽しく体を

動かせる事を念頭に提供しました。また、基幹相談支援センター宛ての郵便物を 1

階事務所から 2階の相談室まで運ぶ役割を担当して、他事業部の職員との交流を図

る機会も作りました。 
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３）ペガサス 

3月末の時点で利用者は計 10名（男性 5名、女性 5名）の在籍となりました。 

活動内容は、身体機能低下や体重増加を抑止した運動プログラム（体操、ストレ 

ッチ、寝返り運動等）を中心に行いました。体操やストレッチの他に個別プログラ

ムを設け、個々に適した運動内容（ウォーカー、座位保持練習、スクワット等）を

提供しました。また、月初めに体重測定を実施して健康状態等の把握に努めました。 

その他には、創作活動や五感に特化した活動・余暇活動を継続的に取り入れなが

ら、気分転換を促し活動への関心を高めました。創作した作品は１階のおもちゃ文

庫付近にスペースを引き続き設け、地域の人達にも鑑賞してもらえるよう展示し、

個々のモチベーションに繋がるように感想箱も継続して設置しました。 

一日外出として６月に「ハンマーヘッド」、2月に「スヌーピーミュージアム」に

行きました。皆さん普段できない外出を楽しむ様子が見られましたが、近隣散策に

出掛ける事はあまりできず、日常的な外出への取り組みが課題となりました。 

月間プログラム作成は例年通り利用者も交えて作成し、季節に因んだプログラム

内容や外部講師プログラム等を取り入れ、活動にバリエーションを持たせました。 

 

４）カシオペア 

フェニックスとの併用利用者を含め、3 月末時点で利用者は計 21 名（男性 8 名、

女性 13名）の在籍となりました。 

活動内容は、自主製品作り（ビーズ、紙すき、フェルト等）を主軸に行いました。

イベントへの出店が決まった際は、完成した商品を販売しました。実際に作成した

利用者が販売に携わるまでには至りませんでしたが、販売後の利益についてはグル

ープ内で周知し、どの商品が人気であったか検証しながら利用者のモチベーション

維持・向上を図りました。 

一方でイベント参加を通じて、品質のばらつきや品数の少なさ・バリエーション

の乏しさが時折目立っていたため、今後の課題として検討すべき点だと感じました。

品質の維持・品数の増量・新商品の開発等に着手するためには、作業工程の把握・

見直しや材料の選出に力を入れると共に、イベント市場での情報収集が課題改善の

大きな役割を担っていると考えています。 

余暇活動では、季節に合った装飾を施し、季節ごとのイベントとしてハロウィン

やクリスマス会等を開催しました。また、10 月末には「藤子・F・不二雄ミュージ

アム」へ 1 日外出に出掛け、利用者同士の親睦を深めました。普段あまり触れた事

のない展示物を興味深げに鑑賞されていました。 

その他には、音楽を取り入れたプログラム（動画鑑賞、ダンス、エアロビ等）を

提供する事で気分転換を図りながら、活動への興味や関心を促し、充実した時間を

過ごせるように努めました。 

 

５）ミルキーウェイ 

ＤＥＭとの併用利用者含め、3 月末時点で計 10 名（男性 10 名）の在籍となりま

した。 
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   午前は木材のやすりがけ作業、午後は運動プログラムや余暇的な活動を中心に運

営し、運動プログラムは一定の効果もみられました。木工製品をマグネットやキー

ホルダーにしてイベント時に自主製品として販売しましたが、利用者に対して十分

還元できたとは言えず、新たな作業の提供、一日を通してプログラム内容の再構築

が課題として挙げられました。 

   利用者支援に関しては、備品に対する拘りが以前より顕著な利用者や、加齢によ

る身体面・排泄面の介助が増えた利用者の対応方法について、非常勤パート職員含

め全体への周知が遅れ、一貫した支援がとれずに後手に回ってしまう事もありまし

た。 

   一日外出は下半期も実施し、1月に「寒川神社」に出掛けました。 

 

（４）事故/ヒヤリ・ハット 

 

１）事故 

計 4 件の事故が発生、報告されました。報告件数は昨年度と比較して減少しまし

た。昨年度は同じ利用者による他害の報告が多く挙げられましたが、時間をかけて

支援していく中で職員との信頼関係が構築され、落ち着いて過ごせる環境を提供し

た結果、他害行為が減少しました。 

 

事故報告件数比較

0

2
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6

8

10

12

5年度 8 0 1 0 0 1 0 10

6年度 2 0 1 0 0 0 1 4

他害 物損 転倒
誤飲・
誤嚥

自傷 医療 その他 計

 

以下、事故の中から、抜粋して掲載します。 
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【事例】 

・入浴介助を終えベッドから車椅子に移乗する際、車椅子のブレーキをかけてお

らず、車椅子が後方にずれて本人を抱えたまま床面に倒れ込んでしまった。 

→ 背中や臀部に痣がないか、看護師を含めて確認しました。痣はなくバイタル

チェックも異常ありませんでした。倒れ込んだ直後は驚いた様子でしたが、そ

の後すぐに笑顔も見られました。ブレーキ確認を怠ったために事故へと繋がっ

てしまったため、今後は毎回必ずブレーキがかかっているか確認作業を行い、

初歩的な介助ミスを防止します。 

 

２）ヒヤリ・ハット 

計 46件のヒヤリ・ハットが発生、報告されました。報告件数は昨年度と比べてや

や増加しました。分類別に見ると、物損や転倒などいくつかの分類で報告件数が増

加しました。その他の項目では送迎有無の伝達漏れや、一時館内で所在不明になる

等が多く挙げられました。どの報告内容においても、職員一人ひとりが更に視野を

広くすること、職員間で情報共有をすること、職員配置の再設定することなどが求

められます。 

ヒヤリ・ハット報告件数比較

0

10

20

30

40

50

5年度 10 0 3 2 0 0 20 35

6年度 9 3 5 3 0 3 23 46

他害 物損 転倒
誤飲・
誤嚥

自傷 医療 その他 計

 

以下、ヒヤリ・ハットの中から、抜粋して掲載します。 

 

【事例】 

・帰りの準備を行っていた所、他利用者がドアから出たと同時に室内から出て、

エレベーターに乗ることがあった。 

→ 職員一人ひとりが利用者の行動を予測する必要があります。部屋の中での職

員配置を改めて考えること、また設定された職員配置を各職員が把握すること

で意識を高めていきます。 
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（５）学習・研修参加 

 

職員としての資質向上や技術・知識の獲得を目指し、以下の研修に参加しました。 

№ 開催月 研修名 場所 参加者 

1 

7月 

サービス管理責任者補足研修 オンライン 野口 

2 新人職員向け権利擁護研修 オンライン 
金子 

西野 

3 
戸塚区地域自立支援協議会・全体会 

 「権利擁護研修」 
オンライン 常勤職員 

4 8月 サービス管理責任者基礎研修 
オンライン 

ウィリング上大岡 
二木 

5 

10 月 

強度行動障害研修 オンライン 平・千葉 

6 接遇・マナー研修 
オンライン 

神奈川県健康福祉センター 

金子 

西野 

7 11 月 知的障害のある方の地域生活 神奈川県健康福祉センター 
金子 

西野 

8 

1 月 

戸塚区地域自立支援協議会・全体会 

 「地域保健福祉計画について」 
戸塚区役所 諏訪 

9 サービス管理責任者 補足研修 オンライン 二木 
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２．生活支援事業 

 

（１）利用実績 

 

１）一時ケア 

利用実績は、昨年度と比較して延べ時間が 401.5時間増加しました。 

現在、夕方から夜間にかけた一時ケアの利用を希望する方が増えています。主な

理由としては学校や日中のデイサービスを終えてから、ショートステイの利用に向

けた練習をしたいという依頼が多くありました。加えて、計画相談事業所や放課後

等デイサービス事業所からの紹介で登録されるケースでは、他に同時間帯のサービ

スが見つからず、家庭の事情による過ごしの場所として利用を依頼される方も少な

くありません。しかし、夜間の時間帯はショートステイの利用と重なることから利

用者の組み合わせ等の調整が難しい状況です。予約をいただいた全ての方に利用し

てもらえるように、全力で調整していますが、やむを得ずお断りするケースもあり

ました。また、希望日の受け入れが難しい方には、できるだけ利用していただける

よう時間帯や日程を変更して提案しました。 

地域生活支援拠点として、緊急時等に満員の可能性もあることから、通学、通所

先の近隣区の登録を勧めました。対応できるように近隣区や居住区の地域活動ホー

ムを案内し、より安心して利用してもらう為にも登録を勧めました。 

 

＜令和 6年度＞ 

 

＜令和 5年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

件数実績<件> 126 111 114 107 119 97 112 122 113 101 98 123 1,344 112 

時間数実績<h> 400.5 344.0 316.0 307.5 387.0 289.5 338.5 381.5 347.0 294.0 335.0 344.0 4093.5 340.0 

平均時間<h> 3.1 3.0 2.7 2.8 3.3 3.0 3.0 3.1 3.0 2.9 3.4 2.7  3.0 

依頼数<件> 169 167 163 154 188 150 157 165 171 156 160 196 1,996 166.3 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 13 10 16 20 29 19 15 12 25 25 14 31 229 19.0 

お断り数<件> 30 48 33 27 40 34 30 31 32 30 41 43 419 34.9 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

件数実績<件> 101 109 111 118 141 126 131 116 121 121 123 134 1452 121 

時間数実績<h> 309.5 317.4 352.5 316.5 469.0 399.5 376.0 349.5 343.0 377.5 425.0 459.5 4495.0 374.5 

平均時間<h> 3.0 2.9 3.1 2.6 3.3 3.1 2.8 3.0 2.8 3.1 3.4 3.4  3.0 

依頼数<件> 165 149 159 164 209 206 168 170 191 169 171 193 2114 176.1 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 19 17 19 20 32 35 14 14 27 19 20 11 247 20.5 

お断り数<件> 45 23 29 27 36 45 23 40 43 29 28 48 416 34.6 
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２）ショートステイ 

利用実績は、昨年度と比較して、延べ泊数が 4泊増加しました。 

4 月に職員が新たに入職し、柔軟な受け入れ体制の整備を進めることができまし

た。しかし、新人職員へ支援方法や業務の引き継ぎ等を行うため、先輩職員と夜勤

業務に入っていることから、実績数の増加には至りませんでした。下半期後半から

は、新人職員が一人立ちすることをイメージして新人職員が主となり、先輩職員が

サポートに入る夜勤体制を組んで業務を進めることができました。新人職員の成長

と共に受け入れ人数の増加も可能となり、職員を 2 名体制にしたことで、組み合わ

せの調整の幅が広がりました。結果、下半期後半の実績は増加しました。また、丁

寧に引継ぎを行うことで、新人職員も安心して業務に入ることができており、利用

者の安心にも繋がっていると考えます 

一昨年から学生アルバイトを採用しており、今年度は 3 名の学生が勤務していま

す。学校帰りや休日の勤務を中心とし、人数の多い休日の一時ケア・ショートステ

イを常勤職員と一緒に担当しました。これにより、希望の多い休日に利用者の受け

入れ人数を増やすことができました。新人職員や学生アルバイトに業務を指導する

ことで常勤職員が自身の支援を振り返る機会となり、より支援についても協議する

ことができました。 

地域生活支援拠点機能の一つである「緊急時の受け入れ・対応」においては、他

部署の協力を得ながら調整を行いました。受け入れ可能の返答後、長期で宿泊でき

る入所施設の利用、本人の希望等を理由にキャンセルとなるケースもありました。 

 

＜令和 6年度＞ 

 

＜令和 5年度＞ 

 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

泊数実績<泊> 42 41 43 45 40 40 43 41 47 42 48 48 520 43.3 

 緊急<泊> 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0.25 

依頼数<件> 83 78 84 88 83 87 84 88 89 86 71 88 1009 84.0 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 3 9 8 6 10 10 10 10 9 10 7 8 100 8.3 

お断り数<件> 38 27 33 37 33 37 31 37 33 34 16 32 388 32.3 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

泊数実績<泊> 45 39 42 45 45 43 43 42 39 45 41 47 516 43 

 緊急<泊> 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 2 0 5 0.4 

依頼数<件> 69 94 90 71 71 74 89 70 76 87 67 93 951 79.2 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 4 26 7 8 3 8 18 7 3 10 11 14 119 59.5 

お断り数<件> 20 28 41 18 23 23 28 21 34 32 15 32 315 26.2 
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（２）登録者数の動向と傾向 

 

新規登録者数は、69 名でした。現在の総登録者数は、1,142 名（登録された住所地

から転居され、転居先不明者 136 名を除く）となります。基幹相談支援センター、区

役所からの紹介を中心に、療育センターや計画相談事業所からの紹介を通しての登録

もありました。戸塚区外からの登録においては、最寄り施設が混雑していることや、

休日、夜間帯に利用できるサービスが他にないといった理由が多く上げられています。

地域活動ホームは利用者層の幅が多岐に渡るため、登録者の増加により、組み合わせ

の調整が難航することが懸念されます。また、フェイスシートの更新時に、転居やグ

ループホーム入居等で登録の削除を希望される方もいました。各月の新規登録者は下

記の通りです。 

 

＜令和 6年度＞ 

 

＜令和 5年度＞ 

 

（３）支援内容 

 

“遊び”を通して、利用者が持っている能力を最大限に発揮し、それを生活の場面

に般化することができるよう支援しました。そのため、登録面談の際には通学先や通

所先での利用者の取り組みや課題を伺い、利用の都度、現在困っていることや伸ばし

たい部分を家族から教えていただくことで、ニーズに直結した支援と利用者の成長に

合わせた支援を行うことができました。 

ショートステイにおいては、良眠の確保を第一に ADL 面の支援や、利用者のニーズ

に合わせて生活面の支援（食器洗い、寝具の準備等）を行いました。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規登録者<人> 7 8 3 5 10 6 10 2 14 1 1 2 69 

未就学児<人> 2 3 2 0 7 2 1 2 6 0 0 0 25 

18 歳以下<人> 2 3 0 4 3 1 5 0 6 1 0 0 26 

18 歳以上<人> 3 2 1 1 0 3 4 0 2 0 1 1 18 

戸塚区内<人> 4 6 3 3 8 4 9 1 12 1 1 1 53 

区外<人> 3 2 0 2 2 2 1 1 2 0 0 1 16 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規登録者<人> 5 3 2 7 7 5 3 0 6 4 5 4 48 

未就学児<人> 0 0 0 3 1 2 0 3 5 0 1 1 16 

18 歳以下<人> 1 1 0 3 5 1 1 4 1 2 3 2 24 

18 歳以上<人>  4 2 2 1 1 2 2 0 0 2 1 1 18 

戸塚区内<人> 0 2 1 3 6 2 2 3 5 1 3 1 29 

区外<人> 5 1 1 4 1 3 1 1 1 3 2 3 19 
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（４）事故/ヒヤリ・ハット 

 

１）事故 

計 3件（その他 3件）の事故が発生、報告されました。 

以下、事故の内容を掲載します。 

 

【事例】 

・一時ケア利用中、3 階リビングにて穏やかに過ごしていたが、鑑賞していた幼児

向け DVD が終了すると、他児が並べていたリモコンを取ろうとする。他児に遮ら

れると怒り、他児の右上腕を痣ができるほど強く掴み、爪たてみられた。 

→ すぐに職員が介入し、居室でしばらく職員と過ごしました。クールダウン後は、

表情も緩み落ち着いて帰宅されました。お迎え時にご家族へお伝えし謝罪してい

ます。利用者同士の組み合わせに配慮し、支援をしていきます。 

 

・夕方から夜間にかけての一時ケア利用中、本人が興奮状態となった。リビングか

ら居室へ向かう際、廊下の内線機を本人が手に取り床に叩きつけ破損となった。 

→ 通所先から来所されました。送迎車内から調子が悪く、車内で叫ぶ姿がみられ

たと申し送りがありました。来所時から表情が険しく、室内を歩き回り落ち着か

ない様子だった為、頓服を服用しましたが、興奮状態が続きました。ショートス

テイ利用者複数いた為、居室にてクールダウンを行いました。また、男性職員に

応援を依頼し見守りました。 

 

２）ヒヤリ・ハット 

計 6件（誤嚥 1件、物損 1件、医療 1件、その他 3件）のヒヤリ・ハットが発生、

報告されました。 

以下、ヒヤリ・ハットの内容を掲載します。 

 

【事例】 

・ショートステイの朝食時、市販の総菜パンを食べている時にビニールを噛んでし

まい口内に入ってしまった。すぐに介助者が取り出そうとしたが、なかかなか口

を開けてくれず、本人の歯ブラシで口内からかきだした。その後、自ら舌でビニ

ールの破片を出してくれた為、飲み込みはしないで済んだ。 

→ 利用者が持参の食事については、施設のお皿に入れて提供をしています。今回、

頻繁に利用されている方の食事介助だった為、お皿を使用せず提供してしまった

ことが原因と考えられます。 

 

・入浴後、目に赤みが見られた。痛みの訴えもなく、就寝したが、翌朝も症状は変

わらなかった。通所先のお迎え時に報告し、計画相談員へ状況報告を行った。受

診結果としては、かなり弱いアレルギー結膜炎の為、人には感染することはない。
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原因としは、目をこすったのではないかとのことだった。 

→ ほぼ全介助で対応していた為、目にシャンプーが入った可能性も考えられる。

シャンプー時、気を付けながら介助を行っていく。次回ショートステイを受けつ

ける際はアレルギー等の問題がある為、医師に確認をお願いする。 

 

（５）部門間連携 

 

直接支援に関しては、日中活動部にも協力を依頼し対応しました。発作や食物アレ

ルギー等、特別な配慮が必要な利用者については、受け入れの前に担当する職員へ申

し送りを行いました。 

昨年度に引き続き、相談支援部経由の登録がありました。相談支援部で関わってい

る既登録者については適宜、連携を図ることにより、利用者の生活状況や通学・通所

状況の把握に努めました。また、必要に応じてカンファレンスにも参加しました。緊

急利用の受け入れの際には日中活動部を中心に他部にも協力を依頼し、受け入れ体制

を整えました。 
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３．相談支援事業 

 

（１）基幹相談支援センター 

 

１）総合的・専門的な相談支援の実施 

基幹相談支援センターがスタートし、9年が経過しました。 

年を追うごとに基幹相談支援センターの周知が進み、本人・家族をはじめ区内外

の様々な機関から相談が入るようになりました。 

以前から継続して取り組んでいる地域ケアプラザと連携した地域啓発の取り組み

や地域の様々な活動への参加の他、自立支援協議会「コミュニティ研究部会」での

障がいの有無に関係なく楽しめるイベントの開催など、地域とのつながりづくりを

意識した取り組みを続けており、その結果、これまで相談につながりにくかったよ

うなケースの相談が入ることも多くなりました。 

ケースの状況としては、8050世帯など外とのつながりが希薄なケースの他、精神

障害の方で支援機関とのつながりが持ちづらいケース、不登校や親子関係の不調な

ど家庭内に複数の課題があるケース、学校卒業後の安定した生活継続のためにフォ

ローアップが必要なケースなど、引き続き様々なケースの相談が入ってきています。

特別支援学校卒業に伴い障害児施設から戸塚区内のグループホームに入居となり基

幹での支援を開始するケースや、県営・市営住宅等への転入を機に関わりがスター

トするケースも多数ありました。 

近年では、親なきあとを見据えて早くからグループホームへの入居を希望される

方が増えており、実際に入居につながるケースが複数ありました。一方で、強度行

動障害の方や重症心身障害児者・医療的ケアのある方の利用できる資源の少なさは

引き続きの課題となっています。 

 

＜相談件数＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 累計 

令和 6 年度 424 345 359 339 328 271 353 357 357 308 329 375 4,145 

令和 5 年度 451 396 403 354 322 331 359 319 321 306 307 385 4,254 

 

＜ケア会議開催状況＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 累計 

令和 6 年度 8 8 4 8 8 5 10 9 6 7 13 17 103 

令和 5 年度 9 11 6 6 7 6 7 10 12 9 14 13 110 

 

今年度の相談件数は 4,145件、相談者数は 476名となり、件数は昨年度から 109 

件の減少、相談者数は 55名の増加となりました。 

今年度は 2名の相談員を迎え入れ、新たな体制で業務に当たりました。新たに入 

った相談員の育成に当たっては、メンター制を取り入れ、業務の実践的なスキルだ 

けではなく日常的な困りごとの相談も含めた精神面のサポートも行いながら育成 
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を行いました。 

部門内での人財育成に関しては、これ 

まで明確な枠組みが設けられていた訳で 

はなく、都度手探りで行っていた部分が 

あったため、部内での人財育成のあり方 

について改めて模索しながら進めてきた 

一年でした。引き続き部内の人財育成の 

あり方について検討しながら、ある程度 

の枠組みを作れるよう整理していきたい 

と考えています。 

 ケース数が多く個別ケースの対応に追 

われてしまう状況は続いていますが、基 

幹相談支援センターとしての実践を重ね 

ることで、ケースを通して地域の状況に 

も目を向けられるようになってきたと感 

じています。そのことにより、自分たち 

だけで支えるのではなく地域で支える視 

点が少しずつ持てるようになってきた一 

方で、経験年数による業務量の偏りが大 

きく、基幹全体として求められる動きが 

十分に行えていないのも現状です。 

引き続き、基幹業務の基本となる総合 

的・専門的な相談支援を行うために、相 

談員のスキルアップに向けた取り組みや 

関係機関との連携の強化、地域の状況把 

握や地域とのつながりづくりに加え、業 

務整理や分担など、必要な取り組みを行 

っていきたいと考えています。 

 

２）地域の相談支援体制の強化の取組 

今年度も引き続き、日常業務を通して各指定特定相談支援事業所からの相談に応

じる他、自立支援協議会「相談支援部会」の運営および指定特定相談支援事業所へ

の訪問を通じた事業所支援を行いました。 

「相談支援部会」においては、『実務に役立つこと』『見識を広げられること』『相

談業務について相談ができること』『社会資源・多職種との交流ができること』の 4

つのテーマを設定し、部会を実施しました。 

近年では、相談者の高齢化や疾患等による急激な身体機能の低下から、介護保険

の利用も視野に入れて支援を行うケースも増えてきています。こうした状況から、

ケアマネジャーを招いての介護保険制度の勉強会、事例検討を通じたケアマネジャ

ーと相談支援専門員との交流会、区役所の高齢担当ケースワーカーとの意見交換会
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を開催しました。介護保険および高齢化関連の取り組みは計 3 回に渡って実施しま

したが、現状の課題に即した活動を企画・実施することができたと考えています。       

その他の取り組みとしては、知的障害・精神障害・高次脳機能障害のそれぞれに

対応する自立生活アシスタントについての勉強会および事例検討会、全障害対応

型・精神障害対応型、重症心身障害児対応型の訪問看護事業所を招いての交流会を

開催しました。これらの活動に参加してもらうことで、各参加者が業務面に役立つ

ことを知り見識を広げることだけでなく、他職種や他分野との交流や意見交換を行

うことで、今後の業務につながる新たな発見や出会い、関係づくりを進めることが

できたと考えています。 

部会活動に関連する取り組みとして、今後の部会活動の参考とするために他区の

相談支援部会に参加する機会を作りました。今年度は港南区のみの参加となりまし

たが、活動内容は戸塚区内の指定特定相談支援事業所にも通じるものであったこと

から、次年度に同様のテーマで開催する予定としています。 

指定特定相談支援事業所への訪問支援に関しては、基幹相談支援センターの相談

員と事業所の相談員との「顔の見える関係づくり」や「安心して相談業務に取り組

める環境の整備」を目的に実施しました。各事業所に記入してもらったヒヤリング

シートをもとに、その事業所や計画相談員の困りごとや課題を事前に把握し、その

内容に合わせて相談支援部会の事務局メンバーにも協力を依頼し訪問しています。 

現時点で聞き取った実状の中で多くを占めるのは「運営や経営において難しさを

抱えていること」「支援が行き詰まっているケースがあること」であり、計画相談業

務を継続して続けていくことの難しさを改めて知る結果となりました。 

今年度は、日々の相談対応に加え、部会活動を通して現在の課題に即した活動を

企画・実施できたことに加え、部会とケアプラザとのつながりを持つことが出来ま

した。一方で、指定特定相談支援事業所が地域に定着しにくく、事業所数が増えな

いことの実状を改めて知る年度となりました。次年度も引き続き、区や関係機関と

協力しながら、基幹相談支援センターとしてこの実状が少しでも改善出来るよう取

り組んでいければと考えています。 

 

３）地域移行・地域定着の促進の取組 

『精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（にも包括）』の整備が開始された

ことに伴い、自立支援協議会「精神保健福祉部会」を『にも包括』の協議の場と位

置付けて活動しています。 

「精神保健福祉部会」では、精神障害の方を対象としたアンケート調査を踏まえ

て昨年度に作成した、困りごとへの一助になるようなツール『HOW TO 本』の取り扱

いについて検討を重ねてきました。名称を『みんなの声～こんな時どうしている？

～』へと変更し、支援者がいつでも相談や研修などの場で活用できるよう戸塚区地

域自立支援協議会のホームページに掲載しました。 

この他、地域の団体からの依頼を受け、普及啓発活動の取り組みとして「精神保

健福祉部会」の活動紹介を行いました。様々な立場の方同士で話す機会となり、地

域の関係機関を結ぶネットワークの強化にもつながったと感じています。今後も地
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域に向けた啓発活動をはじめとして地域の中で障害理解を深められるような活動を

企画・実施し、更なる理解促進に努めます。また、入所施設との連携強化に向けて、

入所施設職員との意見交換の場を設けました。地域・入所施設それぞれの立場から

見た課題や取り組み等について議論を深め、地域移行の受け皿である地域の資源不

足や入所から地域への意識改革が必要であることなどの課題を確認しました。将来

的には、地域移行が進み、必要な方が入所施設を利用することで、地域の中で循環

していくシステムの構築を目指すことを共通認識として確認しています。これらを

実現するためには、これまで以上に両者の連携強化が必要です。次年度は、年間計

画を立てて様々な交流企画やイベントを実施し、それらの取り組みを通してお互い

のことを知り、連携の土台作りをしていくこととなりました。 

 

４）権利擁護・虐待の防止の取組 

成年後見制度に関する情報提供や活用支援、虐待防止の取り組みを行いました。 

成年後見制度に関する支援者向けの研修会や説明会、「成年後見サポートネット」「市

民後見サポートネット」に継続して参加することで、障害分野と高齢分野の視点の

違いを学ぶことができ、相互理解の促進と支援力の向上、および関係機関との連携

強化を図っています。 

個別ケースにおいては、適宜制度の案内を行い、利用を希望される方には申し立

てに向けた支援を行いました。様々な関係機関と連携して支援を行うことで、今年

度は 6 名の申し立てが家庭裁判所から受理され、制度の利用につながりました。全

体を通して、8050 世帯など親の高齢化により制度利用の必要性が生じてくるケース

が増えてきていることに加え、グループホーム入居により金銭管理の役割として制

度利用が求められるケースも増えている傾向が見られました。 

権利擁護や虐待に関する個別ケースの情報については、定例カンファレンスの場

を活用し、定期的に区役所ケースワーカーと共有しています。また、虐待防止の取

り組みとして、自立支援協議会「全体会」の場を活用し、支援の場における虐待・

権利侵害について専門の講師を招いての研修を実施しました。法人内では、職員を

対象に意思決定支援をテーマにした意見交換の場を設けました。部署の垣根を超え

て普段から感じていることや考えていることを意見交換することで、様々な視点を

知ることができ、意思決定支援について改めて考える機会となりました。また、意

思決定支援を進めるに当たっては、職員同士が普段から話をしやすく、風通しの良

い職場環境が必要であることにも改めて気付かされる機会となりました。 

 

５）その他地域の状況に応じた独自の取組 

昨年度に引き続き、区内の誰もが暮らしやすい地域づくり（共生社会）を目指し

て、個別の利用者支援からのつながりづくり、フォーマルおよびインフォーマル活

動への参加および各活動との関係構築に取り組みました。主な取り組みとして、①

区民活動センター「活動紹介展」への参加、②東戸塚ハートプラン小委員会への参

加、③鉄道イベントの企画、を行っています。 
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一つ目の活動紹介展は、戸塚区役所会場と東戸塚会場で実施され、基幹相談では

ポスター掲示とチラシ・パンフレット配架を行いました。最終的には 100 枚の配架

となり、例年に比べ少しずつ地域の皆さんの関心が高くなっているように感じまし

た。また、会場では他の活動団体と情報共有を行うことができ、紹介展を見て実際

に相談の連絡をくださった方も 2名ほどいらっしゃいました。 

二つ目のハートプラン小委員会では、ウォークラリーイベントと認知症サポータ

ー養成講座を企画・実施しました。この他第 5 期ハートプラン策定に向けた検討も

開始しています。障害者の暮らしや障害者支援について周知できるように、地域の

取り組みに合わせて少しずつ声をあげてきましたが、今年度は小委員会の地域メン

バーから障害当事者へボランティアスタッフとしての参加を提案していただき、実

際に 3 名の方がウォークラリーイベントにボランティアとして参加しました。第 5

期プランの策定においても、地域の障害福祉の事業所への聞き取りを検討してもら

っており、地域で生活している存在として少しずつ認知されてきたことや協働の意

識が出てきていることを嬉しく感じています。 

 今年度初めて行った鉄道のイベントは、昨年の活動紹介展からのつながりで「鉄

道子ども会」に協力いただき、開催することができました。鉄道好きの方に発達障

害当事者の方が多いということを代表の方も認識しておられ、障害支援機関との連

携を検討していたとの話もあり、お互いにとって良い機会となりました。相談で関

わっている利用者だけではなく、参加者の半数以上が地域の利用者となり、基幹相

談支援センターを知っていただく機会にもなりました。 

 その他、戸塚高校定時制の地域探求授業（母子支援施設の子どもたちとのドロー

ン大会を企画）にサポーターとして参加させていただきました。昨年に続き定時制

高校とは緩やかにつながり続け、卒業後の生活を含む個別の相談がしやすい関係づ

くりや周辺地域の資源の開拓にも意識を向けていきたいと思っています。 

コミュニティ研究部会では、当事者の声を聞く場であり社会資源とつながるきっ

かけにもなることを目指して、グループ活動を行いました。今年度は、ボッチャ大

会、ボードゲーム大会、ドローン大会を企画・実施しています。ボッチャ大会およ

びドローン大会については、講師も招き、真剣かつ楽しく取り組むことができまし

た。どの企画も障がいの有無に関係なく参加できることを意識し、地域の方の参加

を募ったりボランティアと一緒に行ったりしています。 

地域の方と関わり当事者の方と外へ出ていくと、改めて自分たちが福祉という鎧

を身にまとい必要以上に身構えていることに気付かされます。地域の事業所がそれ

ぞれの地域の中で頼り頼られたりする関係やお互いさまの関係になれるよう、地域

共生社会を意識して今後も取り組んでいきたいと思います。 

 

６）地域生活支援拠点機能の整備に向けた取組 

取り組みの基本である緊急対応が想定されるケースをはじめ、様々なケースの共

有・検討を基幹相談支援センター・区役所・生活支援センターの 3 機関による定例

カンファレンスで行い、実際の緊急時の場面や介入が必要となった際には、密に連

携を取りながら支援を行いました。 
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今年度は「ネットワークづくりの取り組み」および横浜市が推進する「グループ

ホームでの地域移行に向けての体験の場の提供」の実現の可能性を探ることに重点

を置いて取り組んできました。 

「ネットワークづくりの取り組み」については、地域ケアプラザ主催の地域ケア

会議への参加や、そこで知り合った民生委員の方と交流を持つことで、これまで把

握が出来ていなかった地域の「助けを必要とする人達」の発見につなげることが出

来ました。併せて、高齢の両親とひきこもり状態の子の世帯（いわゆる 8050世帯）

への介入に伴い、関係が出来たケアマネジャーを通じたケアプラザからの相談事例

も増えて来ており、ネットワークづくりの取り組みは一定の効果が出ていると思わ

れます。その他、一部のケアプラザとは自立支援協議会の相談支援部会を活用して

ケアマネジャーと相談支援専門員との合同勉強会を開催するなど交流を深めました。 

一方で、グループホームでの「地域移行に向けての体験の場の提供について」は、

区内 5 か所のグループホームに聞き取りを行ったところ、全てのグループホームか

ら「支援体制や資金の関係から出来ない、考えていない」という明確な返答があり、

横浜市とグループホームとの間には「地域移行への取り組み」についての認識に大

きな隔たりがあることが分かりました。 

   次年度は、今年度得られた成果を更に深化させていくとともに、課題として浮き

彫りになった点については、既存の社会資源同士を組み合わせたり、他の取り組み

と協働したりするなど様々な方法を模索し、課題解決の可能性を少しでも広げられ

るように努めたいと考えています。 

 

（２）関係機関・関係施設との連携・協力 

 

１）コーディネーター業務 

施設見学や授業への協力依頼、講師派遣依頼などがあった際には、その目的や依

頼内容に合わせて対応しています。 

今年度は、ほっとサロン（ケアマネジャーの勉強会）や地域の障害福祉サービス

事業所の家族会、つながるフェスタ（区社協主催の施設紹介イベント）、日野中央高

等特別支援学校キャリア相談会など、様々な機関から基幹の業務説明をして欲しい

との依頼があり、それぞれの対象者に合わせて説明を行いました。説明会の後には、

説明を聞いたご家族や実施した機関の職員からの問い合わせが入り、実際に相談に

つながるケースも複数ありました。 

また、戸塚区地域施設間連携研修会では、障害理解についての講演依頼があり、

知的障害や身体障害についての基礎知識と障がいのある方への関わり方や配慮が必

要な点等についてお伝えしました。この他、障がいのある方やその支援者のことを

知ってもらうこと、地域と福祉とのつながりをつくることを目指し、地域の情報に

アンテナを張って様々な活動やイベントへ積極的に参加するよう努めました。 

今後も、地域の活動団体や関係機関との交流の機会を持ち、地域の様々な人や機

関とのつながりづくりに努めていきます。 
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２）定例会議＜外部機関・団体＞ 

区役所・生活支援センター・基幹相談支援センターの 3 機関連携の場として「戸

塚区定例カンファレンス（全体会／分科会）」を継続して開催しました。各機関の近

況や区内の計画相談支援の実施状況の共有の他、3 機関で共有が必要なケースの確

認やケース検討等を行っています。身障知的担当ケースワーカーとは、分科会の場

を活用し、虐待が疑われるケースをはじめとした権利擁護が必要なケースの共有や、

成年後見制度利用に向けた対応状況の確認、特別支援学校卒業予定者についての共

有等を行いました。また、地域の事業所情報の共有や、普段の業務の中で困ってい

ること・疑問に感じていることについて共有し意見交換をする時間も作っています。 

その他、以下の会議に参加し、関係機関との連携や研鑽の機会としました。 

 

会議名 主な参加機関 開催頻度 

戸塚区定例カンファレンス 

・戸塚区役所 高齢・障害支援課 

身障・知的担当および精神保健福祉担当 

・戸塚区役所 こども家庭支援課 

・戸塚区役所 生活支援課生活困窮担当 

・戸塚区生活支援センター 

毎月１回 

（※4 月は

休会） 

基幹相談支援センター連絡会 
・健康福祉局 障害施策推進課 

・基幹相談支援センター 主任相談員 
毎月 1 回 

基幹 担当者会 

・地域移行担当者会 

・独自の取組担当者会 

・権利擁護担当者会 

・地域生活支援拠点担当者会 

・健康福祉局 障害施策推進課 

・基幹相談支援センター 各取組担当者 

  ＜地域移行・地域定着の促進の取組＞担当者 

  ＜地域の状況に応じた独自の取組＞担当者 

  ＜権利擁護・虐待の防止の取組＞担当者 

＜地域生活支援拠点機能の整備に向けた取組＞担当者 

各担当 

年 2 回 

発達障害地域連携プログラム 

・発達障害者支援センター 

・戸塚区生活支援センター 

・戸塚就労支援センター 

・戸塚区役所 高齢・障害支援課 

身障・知的担当および精神保健福祉担当 

年 3 回 

成年後見サポートネット 

／市民後見サポートネット 

・戸塚区役所 高齢・障害支援課 

高齢者支援担当 

  障害者支援担当（身障・知的担当および精神保健福祉担当） 

・戸塚区社会福祉協議会 あんしんセンター 

・地域包括支援センター 社会福祉士 

・神奈川県弁護士会 

・リーガルサポート神奈川県支部（司法書士会） 

・ぱあとなあ神奈川（社会福祉士会） 

・コスモス成年後見サポートセンター神奈川支部（行政書士会） 

・横浜市市民後見人バンク登録者 

・後見的支援センターとつかエコー 

・横浜生活あんしんセンター／よこはま成年後見推進センター 

成年後見 

サポート 

ネット 

年 4 回 

 

市民後見 

サポート 

ネット 

1 回 

移動情報センター推進会議 

・健康福祉局 障害自立支援課 移動支援係 

・横浜市社会福祉協議会 障害者支援センター 

・戸塚区社会福祉協議会 

・戸塚区移動情報センター推進委員 

（区役所、障害福祉サービス事業所、特別支援学校等） 

年 2 回 
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（３）部門内、部門間連携 

 

部内では、グループウェアを活用して日々の情報共有を行う他、月 1 回の定例会議

および週 1回のミーティングを継続して実施し、新規ケースの共有や支援方針の確認、

継続ケースの進捗状況の共有等を行いました。今年度からは、月に 1 回の担当業務ミ

ーティングの時間を作り、各担当業務および自立支援協議会各部会の進捗状況につい

ての共有を行うようにしました。全体で共有する時間を作ることで、担当者だけで取

り組むのではなく全員で取り組むという意識を持ちやすくなりましたが、それでも全

てを共有するには時間が足りず、情報共有や意識合わせは引き続きの課題と感じてい

ます。そのため、年度の途中からは、毎朝 10分程度時間を取ってその日の予定確認を

兼ねた朝ミーティングを行い、毎週のミーティングを待たずに確認が必要なことや

日々の細かな動きについて共有を行えるようにしました。 

業務ですれ違うことが多く日頃から相談員間のコミュニケーションの時間が足りな

いと感じるため、積極的にコミュニケーションが取れるような雰囲気づくりや場面設

定を心がけました。また、週 1 回のミーティングでは、単なる状況報告ではなく、目

的（何を報告・共有・質問したいのか）や背景（どう考えて行動したのか、なぜそう

感じたのか）を意識して報告してもらうようにすることで、短い共有時間の中でもケ

ース理解を深められるよう努めました。 

部門間連携では、相談支援部から日中活動や生活支援の利用につなぐケース、計画

相談や自立生活アシスタント、後見的支援につなぐケースなど、ケース状況に応じて

各部と連携して支援を行いました。連携に当たっては、本人にとって必要な支援が行

えるよう、グループウェアや会議等の場を活用し、随時の情報共有に努めています。 

 

（４）戸塚区地域自立支援協議会の運営 

 

戸塚区地域自立支援協議会が立ち上がり、今年度で 16年目となりました。 

基幹相談支援センターは、区役所・生活支援センターと共に組織の中核を担う立場

として、安定的な運営が行えるよう努めています。 

今年度は、コロナ禍をきっかけに活動休止となっていた「日中情報交換会」の再開

に向けて話し合いを行い、次年度からの改めての活動再開につなげました。次年度は、

「日中支援事業所部会」と名称を変えて再スタートし、日中活動を行う事業所を中心

に様々な機関に参加を呼びかけ活動を行う予定となっています。 

各部会の代表者および事務局で構成される担当者会については、各部会の活動状況

の共有にとどまっており地域課題の共有や検討まで行うことができていなかったこと

から、報告を挙げる際には活動内容だけではなく活動に伴う困り感や課題、共有した

い取り組みなども意識して報告してもらうよう依頼しました。会を重ねるうちに課題

の報告が少しずつ挙がってくるようになった他、他部会との連携を望む声も挙がり、

全体での意見交換も活発に行われるようになってきていると感じています。 

地域啓発の取り組みとしては、前年度に引き続きイオン東戸塚での普及啓発イベン

トを企画しましたが、今年度は様々な状況を勘案し実施を見送りました。担当者会で
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は、今後も引き続き各部会での取り組み状況を共有しながら、区域としての啓発の取

り組みについても検討していきます。 

全体会は、年度当初の予定通り年 2回（7月・1月）開催しました。第 1回目は、戸

塚区として継続的に取り組んでいる『権利擁護』をテーマに、日本意思決定支援ネッ

トワーク代表理事であり筑波大学講師の名川勝氏を招いての研修を行っています。講

義では、意思決定支援の基本を教えていただき、支援の基本（日々の関わりの中で何

を大事にするのか）に立ち返らせてくれるような内容でしたが、より具体的な支援場

面をイメージするには時間も事例も足りなかったという意見もありました。 

第 2 回目は『地域福祉保健計画』をテーマに研修を行いました。地域福祉保健計画

の概要と取り組みの実例を知ることができ、日頃の支援と地域福祉保健計画がどのよ

うに関係しているのかを意識するきっかけとなりました。参加者の感想も概ね好評で

したが、それぞれが持ち帰ったものをどのように活用するのかについては今後の課題

と感じています。 

 

＜活動内容＞ 

会議名 活動概要 参加者 

代表者会 

・年間の活動報告および次年度活動計画の報告 

・次年度の取り組みの方向性と年間予定の確認 

・区内の日中サービス支援型共同生活援助事業所よる事業報告 

・その他協議会に関する意見交換の実施 

中瀬 

芦名 

斉藤 

髙橋 

事務局会議 

・全体会、担当者会の内容検討 

・各部会、連絡会、分科会の活動状況の把握および予算申請の承認 

・各部会から挙げられた課題の共有・検討 

・区域での啓発の取り組みの検討 

中瀬 

芦名 

斉藤 

髙橋 

担当者会 

・各部会、連絡会、分科会の活動状況の共有 

・各部会から挙げられた課題の共有・検討 

・協議会活動全体に関する事項の協議や意見交換等 

中瀬 

芦名 

斉藤 

髙橋 

全体会 

全機関が参加する場を活用した研修会・講演会を企画 

◆第 1 回（7 月） 会場開催／ZOOM オンライン 

『権利擁護研修』 

講師：名川勝氏 

（SDM-Japan 代表理事／筑波大学講師／PAC ガーディアンズ理事長） 

◆第 2 回（1 月） 会場開催 

『地域福祉保健計画について』 

講師：戸塚区役所福祉保健課 小澤氏・平野氏 

   社会福祉法人クローバー 髙橋氏 

   戸塚区基幹相談支援センター 斉藤氏 

中瀬 

芦名 

斉藤 

関口 

河野 

今井 

早川 

髙橋 

+ 

職員 

（常勤） 

部
会 

コミュニティ 

研究部会 

地域の障害理解促進と業種を越えた専門職ネットワークの形成、障害のある方

と地域をつなげることを目標に、以下の活動を企画・実施。 

・ボッチャ大会 

・ゲーム大会 

・ドローンファイト体験会 

また、適宜情報や事業所の状況等を共有し、各機関の関係性の構築を図った。 

斉藤 

早川 

リスク部会 

障害児者支援の現場における様々なリスクについて検討。 

今年度は①虐待・不適切支援②制度対応③感染症④BCP の活用について等をテ

ーマに議論した。 

（武藤） 
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児童部会 

・通所支援事業所との連携を深めることを目標に、進路をテーマにした研修会

の開催および通所支援事業所との交流会（事業所紹介）を実施。 

・既存の社会資源（フォーマル）について、リスト化した冊子を作成。 

河野 
通所支援事業所

連絡協議会 

（児童部会） 

・事業所間の情報交換・共有を目的として、制度改正についての情報共有や個

別支援計画についての意見交換等を実施。 

・児童部会と合同で研修会および交流会を開催。 

相談支援部会 

相談支援専門員としてのスキルアップや事業所同士の横の繋がりの強化を図

ることを目指し、以下の活動を実施。 

・事例検討 

・勉強会 

・実務面での情報交換と共有 

・区内の社会資源（事業所等）との交流 

今井 

関口 

髙橋 

（松丘） 

（武井） 

精神保健福祉 

部会 

『にも包括』における協議の場として、支援者同士の連携や協力体制の強化を

図ることを目標に、今年度は以下の活動を実施。 

・戸塚区内の社会資源や制度の紹介 

・部会内での事業所同士の交流の機会 

・当事者の声を反映させた成果物の作成 

関口 

早川 

当事者活動部会 

今年度から部会として活動するに当たり、どのような活動を通して当事者活動

を地域に紹介していくのかについて議論。それを踏まえ、以下の活動を実施。 

・自主製品の PR 映像（サンプル映像）の作成 

・次年度以降の活動のビジョンの策定 

（二見） 

（林） 

連
絡
会 

グループホーム 

連絡会 

・各グループホームの業務や利用者支援に役立てることができるように、身近

な課題について意見交換（テーマ：BCP・防災訓練・利用者の受け入れ等）。 

・第 5 期とつかハートプラン骨子(案)について意見交換。障害者グループホー

ムに関する記載を求めた。 

・当事者活動のあり方について検討。 

・利用者の高齢化に対応するため、心肺蘇生法の基礎知識を学ぶ「心肺蘇生法

実践研修」と虐待防止研修として「人権擁護と職場のコミュニケーション研修」

を実施。 

（三野） 

就労移行支援事

業所連絡会 

・近隣の関係機関の方にそれぞれの事業所の違いを知ってもらうことを目的

に、事業所紹介イベントを実施。 

・座談会や意見交換等を通じて、スタッフを含めた顔の見える関係作りと情報

共有を行った。 

 

日中情報交換会 

活動再開に向けての検討会を実施。 

発足当初から課題として挙がっていた『進路』および『横のつながりづくり』

を軸に活動を行っていくことを確認。次年度からは「日中支援事業所部会」と

して、日中の事業所に限らず広く参加を呼びかけていくこととなった。次年度

は、事業所集合イベントや事業所見学会、進路専任との情報交換会などを企

画・実施予定。 

芦名 

斉藤 

髙橋 

＋ 

相談員 

（諏訪） 

分
科
会 

重心分科会 

分科会として活動を継続し、参加機関の現状や課題について共有しながら、次

年度以降の活動について検討。 

次年度は、「重心の方の実態を知る・知ってもらう」ことを目標に、重心部会

として活動。『防災』および『医療との連携』を主なテーマとし、重心の方に

関係する機関に広く参加を呼びかけていくこととなった。 

今井 

河野 

芦名 
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（５）学習・研修参加 

 

相談員としての資質向上、技術・知識の獲得を目指し、以下の研修に参加しました。 

No. 月 研修名 場所 参加者 

1 

7 月 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

入所施設見学会≪恵和≫ 

恵和 早川 

2 戸塚区地域自立支援協議会権利擁護研修 戸塚区役所 全員 

3 相談支援従事者現任研修＜1日目＞※ ウィリング横浜 芦名※ 

4 

8 月 

ひきこもり支援研修 オンライン 髙橋 

5 相談支援研修Ⅱ 西公会堂 
早川 

髙橋 

6 相談支援従事者現任研修＜2日目＞※ ウィリング横浜 芦名※ 

7 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

集合研修 

ガッツびーと西 

河野 

早川 

芦名 

8 

9 月 

戸塚区地域施設間連携促進研修会（講師および参加） オンライン 全員 

9 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

入所施設見学会≪芹が谷やまゆり園≫ 

芹が谷やまゆり園 
早川 

髙橋 

10 相談支援研修Ⅰ ウィリング横浜 

今井 

早川 

髙橋 

斉藤※ 

11 

令和 6 年度戸塚区こころの健康福祉ネットワーク事

業普及啓発講座『不登校・ひきこもりの子どもと家

族～まずは家族の健康と幸せから～』 

上倉田地域ケアプラザ 

斉藤 

関口 

河野 

早川 

12 知っているようで知らない、在宅医療のあれこれ 横浜医療福祉センター港南 
今井 

早川 

13 相談支援従事者現任研修＜3日目＞※ ウィリング横浜 芦名※ 

14 

10 月 

横浜市強度行動障害支援力向上研修※ AP 横浜（オンライン） 芦名※ 

15 若者と居住支援についての学習会 生活クラブ新横浜 斉藤 

16 
医療・保健・衛生等研修会 

『自閉症の方への関わり』 
オンライン 

早川 

髙橋 

17 
医療・保健・衛生等研修会 

『高齢期の知的障害の方へのかかわり』 
オンライン 

早川 

髙橋 

18 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

集合研修 

ガッツびーと西 

河野 

関口 

早川 

芦名 

19 

11 月 

相談支援従事者初任者研修＜1 日目・2 日目＞ ウィリング横浜 今井 

20 女性のための心のケア講座 
男女共同参画センター横浜フォ

ーラム 
斉藤 

21 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

入所施設見学会≪横浜らいず・花みずき≫ 

横浜らいず・花みずき 

河野 

早川 

髙橋 
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22 

11 月 

医療・保健・衛生等研修会 

『精神障害のある方へのかかわり～統合失調症を中

心に～』 

オンライン 
早川 

髙橋 

23 

医療・保健・衛生等研修会 

『知的障害のある方の地域生活について～知的障害

という障害と生きにくさ～』 

健康福祉総合センター 
早川 

髙橋 

24 

12 月 

親を頼れない困窮若者支援 オンライン 斉藤 

25 相談支援従事者初任者研修 ウィリング横浜 今井 

26 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

集合研修 

ガッツびーと西 
河野 

芦名 

27 こころのケア講座 
男女共同参画センター横浜フォ

ーラム 
早川 

28 

1 月 

医療・保健・衛生等研修会 

『発達障害の方の長期経過について』 
オンライン 髙橋 

29 
基幹相談支援センター全体研修会 

『こどものライフステージと連携』虎の巻 
横浜市健康福祉総合センター 全員 

30 相談支援従事者初任者研修 ウィリング横浜 今井 

31 
戸塚区地域自立支援協議会全体会 

『地域福祉保健計画について』 
戸塚区役所 全員 

32 

入所施設研修 2024『障害のある人の暮らしを考える

～入所施設から学ぶ・協働』 

集合研修（総まとめ） 

ガッツびーと西 

斉藤 

河野 

芦名 

33 

2 月 

成年後見制度について 戸塚区生活支援センター 

関口 

河野 

今井 

髙橋 

34 
二次相談主催『暴力のメカニズムを学ぶ』勉強会 

（1 回目） 
東戸塚地域活動ホームひかり 全員 

35 

3 月 

在宅医療連携拠点・障害相談支援機関合同研修 開港記念会館 
関口 

今井 

36 
二次相談主催『暴力のメカニズムを学ぶ』勉強会 

（2 回目） 
東戸塚地域活動ホームひかり 全員 

※講師・インストラクターとして参加 
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４．おもちゃ文庫事業 

 

（１）利用実績 

 

＜令和 6年度＞ 

 

＜令和 5年度＞ 

 

近年、2 歳児の幼稚園プレ保育利用や親の産休明けに伴う保育園入園の影響などに

より、おもちゃ文庫利用者の年齢は 1 歳児以下が主体となっていましたが、今年度は

口コミや SNS の影響により 0 歳児の新規利用が増加し、利用の年齢層が更に低年齢化

してきました。0 歳児利用に関しては、まだ遠出ができない親子の調度良い遊び場と

なったことや、おもちゃ購入の参考にしていただくなど、初めて子育てする親にとっ

て頼れる場所となりました。また、今年度は視覚障害など障がいを持った親子、外国

人の親子など、多様な親子の利用がありました。外国人の方には日本の伝統のおもち

ゃを紹介する等、それぞれの状況に合わせて対応することで、おもちゃ文庫を気に入

っていただき、一度だけでなく繰り返し利用していただきました。 

今年度も戸塚地域療育センター通園クラスの団体利用が 4 件ありました。おもちゃ

文庫を知っていただく機会となり、個別でも療育センター利用の前後の時間などに多

くの親子に利用していただきました。登録や予約なしで利用できるおもちゃ文庫は、

障がいの有無に関わらず、気軽に安心して利用できる場所となっています。 

 

（２）遊具・絵本・環境の整備 

 

新型コロナウイルス感染症が緩和されてきた今日でも、手洗いや換気タイム、おも

ちゃの消毒を継続しました。感染症にかかりやすい乳幼児でも安心して利用できる環

境作りに努めました。 

0歳児の利用増加に合わせて、0歳児でも遊べる環境やおもちゃを見直しました。ま

だハイハイやお座りができない子には寝ながら遊べるプレイマットを購入するなど、

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

稼動日数 21 22 20 21 19 20 22 20 20 19 18 20 242 

子ども 181 185 159 175 196 186 178 162 171 197 235 227 2,252 

親 148 163 145 153 152 170 162 144 152 162 210 191 1,952 

合計（月） 329 348 304 328 348 356 340 306 323 359 445 418 4,204 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

稼動日数 20 21 22 20 20 21 21 20 20 19 19 20 243 

子ども 138 217 175 236 248 265 218 180 200 211 242 277 2,607 

親 123 186 162 204 213 243 189 163 175 192 204 250 2,304 

合計（月） 261 403 337 440 461 508 407 343 375 403 446 527 4,911 
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発達段階に応じたおもちゃを用意しました。 

多くの利用に伴い、おもちゃの破損等が多くありました。日々、おもちゃの状態チ

ェックを行うと共に、破損等があった場合はその都度、おもちゃ病院に修理依頼をす

るなど、安全に遊べる環境づくりに努めました。 

 

（３）課題・検討事項 

 

利用の低年齢化に合わせた環境作りを行ってきましたが、幼稚園長期休暇には 5 歳

児から 6 歳児の利用も多いため、0 歳児から 6 歳児まで遊べる環境整備を検討する必

要があります。どの年齢も思い切り遊びきれる様、それぞれの成長に合わせたおもち

ゃや環境整備を引き続き職員間で話し合い検討していきます。 

おもちゃや絵本は昔から伝わるロングセラーの物もたくさんありますが、新しく研

究された良いおもちゃもたくさんあります。新しい物も取り入れながら、今後も様々

な親子に楽しんでもらえる場となる様に努めていきます。 
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５．余暇活動支援事業 

 

（１）利用実績 

 

外出をする企画を中心に募集定員よりも応募者の多い企画が多数ありました。初め

ての開催となった「エフエム戸塚に見学に行こう」ではエフエム戸塚協力の元、普段

外から見ているだけのラジオ収録の現場を見学させていただくと共に、ラジオパーソ

ナリティとしてマイクを使用した収録体験をさせていただきました。緊張してしまう

方、ノリノリでパーソナリティを努める方それぞれいらっしゃり、とても貴重な機会

となりました。また、「ディズニーランドへ行こう」の企画では募集人数を遥かに超え

る応募があり、様々な理由で家族と一緒に行くことが出来ない方が多くいらっしゃる

ことを改めて実感しました。 

 

プログラム 開催日 募集対象 応募者数 当選人数 参加人数 欠席数 ボラ数 

ジグソーパズルをしよう 
5 月 25 日 

成人 
3 名 3 名 3 名 0 名 0 名 

7 月 13 日 7 名 5 名 5 名 0 名 3 名 

キーホルダーづくり＆ぬりえ 
5 月 25 日 成人 2 名 2 名 2 名 0 名 0 名 

8 月 4 日 小中高生 9 名 5 名 5 名 0 名 1 名 

ひかりでパンづくり 

体験をしよう① 

6 月 8 日 
成人 

8 名 5 名 5 名 0 名 0 名 

8 月 24 日 11 名 5 名 4 名 1 名 2 名 

ミニ四駆を走らせよう 6 月 8 日 成人 3 名 3 名 3 名 0 名 0 名 

クッキングぴかり① 

6 月 21 日 

成人 18 名 5 名 

4 名 1 名 1 名 

7 月 19 日 5 名 0 名 2 名 

8 月 16 日 中止 中止 中止 

カラオケパーティーをしよう 
7 月 13 日 

成人 
16 名 6 名 6 名 0 名 1 名 

8 月 24 日 10 名 5 名 5 名 0 名 2 名 

ドミノ倒しでドキドキしよう! 9 月 14 日 成人 3 名 3 名 3 名 0 名 1 名 

原鉄道模型博物館にいこう 

8 月 4 日 小中高生 5 名 4 名 4 名 0 名 2 名 

9 月 14 日 成人 4 名 4 名 4 名 0 名 1 名 

クッキングぴかり② 

9 月 20 日 

成人 10 名 5 名 

4 名 1 名 2 名 

10月 18日 5 名 0 名 0 名 

11月 15日 5 名 0 名 1 名 

エフエム戸塚に見学にいこう! 10月 14日 成人 6 名 5 名 5 名 0 名 0 名 

エフエム戸塚で 

ラジオを聴きにいこう! 
10月 14日 成人 8 名 4 名 4 名 0 名 0 名 

ディズニーランドへ行こう! 11 月 9 日 成人 38 名 5 名 5 名 0 名 0 名 



 

36 

ひかりでパンづくり 

体験をしよう② 

11月 30日 成人 23 名 5 名 5 名 0 名 0 名 

1 月 26 日 小中高生 11 名 5 名 5 名 0 名 0 名 

マグカップ＆コースター 

づくりをしよう! 

11月 30日 
成人 

13 名 5 名 4 名 1 名 2 名 

1 月 26 日 7 名 5 名 3 名 2 名 0 名 

スヌーピーミュージアムへ 

行こう! 

12月 14日 
成人 

17 名 5 名 5 名 0 名 0 名 

2 月 15 日 15 名 5 名 4 名 1 名 0 名 

ひかりでティーパーティー 
12月 14日 小中高生 5 名 4 名 3 名 1 名 0 名 

2 月 15 日 成人 10 名 5 名 5 名 0 名 1 名 

クッキングぴかり③ 

12月 20日 

成人 15 名 5 名 

5 名 0 名 1 名 

1 月 17 日 4 名 1 名 2 名 

2 月 21 日 5 名 0 名 1 名 

ひかりで新年会 1 月 12 日 
小中高生 5 名 5 名 4 名 1 名 1 名 

成人 22 名 5 名 5 名 0 名 2 名 

 

（２）課題 

 

以前から開催している企画の中には年々応募者数が減少している企画も散見されま

した。同一企画の実施は職員にノウハウがあることでスムーズに開催できる利点もあ

りますが、参加者が応募したいと思っていただける企画となるよう定期的な内容の刷

新が必要であると感じました。 

 

（３）次年度の取り組み 

 

活動内容の刷新と質の向上を目的として外部講師を招いての余暇企画を計画してい

ます。小中高生を対象とした企画は休日の放課後デイサービスの利用等の影響もあっ

て減少傾向でした。しかし、参加者の保護者から是非企画を増やしてほしいとの声も

いただいていることから、小中高生の方が参加をしたくなるような活動についても模

索していきます。 
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６．地域交流事業 

 

（１）貸室利用実績 

 

＜令和 6年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用件数 13 11 11 10 6 11 13 26 19 25 11 10 166 

利用人数 94 78 78 70 37 89 100 291 192 290 72 41 1,432 

 

＜令和 5年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用件数 15 9 14 13 4 11 10 15 10 11 9 11 132 

利用人数 99 56 89 86 24 72 70 94 65 83 76 76 890 

 

東戸塚地区センターの臨時休館（令和 6年 11月～令和 7年 1月）に伴い、新たに

登録する団体がありました。その結果、休館期間の利用件数・利用人数が増加しまし

た。 

「東戸塚ひかりおもちゃ病院」については、毎月 2 回（第 1・第 3 火曜日）開催を

継続しました。 

 

（２）体験参加型イベント 

 

地域の団体や企業等とコラボレーションした体験参加型イベントを複数行いました。 

 

No. 開催月 イベント 内容 

1 7 月 みんなで楽しくリトミック 親子でリトミック（音楽） 

2 
8 月 

みんなで楽しくリトミック 親子でリトミック（音楽） 

3 親子で心と体をリフレッシュ 親子でヨガ 

4 10 月 みんなで楽しくリトミック 親子でリトミック（音楽） 

5 11 月 ヤマト繋がるプロジェクト うちわ作成・うちわ遊び 

6 
12 月 

みんなで楽しくリトミック 親子でリトミック（音楽） 

7 手形アート OR キーホルダーづくり 冬休み企画、ワークショップ 

8 
2 月 

おばぁちゃんと一緒にうたおう 参加型コンサート 

9 おばぁちゃんみにコンサート 未就学時対象懐かしい歌と手遊び 

10 
3 月 

下川町の木材で写真立てをつくろう コラボレーションイベント 

11 おもちゃ文庫卒業式 6 歳児対象のフォトフレーム作り 

 

おもちゃ文庫利用者対象に参加型イベントを実施しました。現在、乳児期の利用者

が多く、参加対象者の状況を考慮しながら企画を進めました。 
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リトミックは 2 つのコース（ハイハイ期コース、よちよち歩きコース）を設定し、

安心して参加していただけるよう工夫しました。リズム遊びの中でスキンシップを行

い親子の絆を深めるようなプログラムになっているため大好評でした。 

12月には、おもちゃ文庫利用者の兄弟児を対象にイベントを開催しました。小学生

以上のお子さんはおもちゃ文庫の利用はできません。そのため、兄弟児の長期休みは、

兄弟児を連れておもちゃ文庫に連れて行けないという声がありました。そんな悩みを

解決できればと思い、冬休み企画ワークショップを開催しました。当日は、兄弟児が

ワークショップを体験している間に、下のお子さんとおもちゃ文庫で遊ぶことができ

たと満足していただきました。 

他にも 2 月には、地域交流室をご利用している団体に協力してもらい、ボランティ

ア団体を招いたイベントを行いました。また、北海道下川町、戸塚区川上地区、戸塚

区役所との友好交流の一環として、株式会社 Tree to Green の方が講師となり北海道

下川町の木材で写真立て作りを行いました。本格的な材料でのワークシップだったた

め、自宅ではできない体験ができ、また開催してほしいという言葉をいただきました。 

 

（３）他施設・機関主催行事への参加 

 

今年度も地域のイベントに参加しました。 

 

No. 開催月 イベント 内容 

1 9 月 平戸地域ケアプラザおまつり パン・自主製品販売 

2 10 月 戸塚ふれあい文化祭 日中活動部作品展示 

3 11 月 戸塚ふれあい区民まつり パン・自主製品販売 

4 1 月 しもごうまつり パン・自主製品販売 

 

 コロナ禍で中止になっていたイベントも多くありましたが、今年度から再開されたイ

ベントもあり、出店依頼の声をかけていただき参加しました。 

 

（４）ひかり主催行事 

 

No. 開催月 イベント 内容 

1 5 月 ぴっかり★げきじょう ひとみ座による人形劇 

2 9 月 ぴっかり★れもん祭り 2 小児がん啓発 

3 11 月 ぴっかり★秋まつり パン販売・自主製品他 

 

施設主催のイベントとして、5 月に「ぴっかり★げきじょう」、9 月に「ぴっかり★

レモン祭り」、11月に「ぴっかり★秋まつり」を開催しました。 

「ぴっかり★げきじょう」は、プロの人形劇団 ひとみ座をお招きし、本格的な人形

劇を行いました。お客様の年齢層は幅広く、子どもから大人まで楽しまれていました。
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遠方に行くことが難しいため、近隣で人形劇を観ることができるのはありがたいとい

う言葉をいただきました。 

「ぴっかり★レモン祭り２」は、昨年度に開催し好評の声が多く 2 回目の開催とな

りました。一般社団法人みんなのレモネードの会とのコラボレーションとしての開催

でした。小児がん支援チャリティ－としてレモネードの販売をメインに様々なブース

を出展しました。また、戸塚区のシンガーソングライター Kaho*様によるライブでは、

施設のテーマソング「笑顔のひかり」を皆で大合唱しました。 

「ぴっかり★秋まつり」は、東戸塚地区センター、戸塚地域療育センター、東戸塚

地域ケアプラザ、川上保育園とお祭りを同日開催しました。お祭りを同日開催するこ

とで、初めて施設を知る方もいらっしゃいました。お祭りをきっかけに地域活動ホー

ムを知っていただくことができました。 
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７．各委員会 

 

（１）広報委員会 

 

機関紙は 2回（4月・8月）発行し、イベント等について発信しました。機関紙では、

利用者のコラム MY HISTORY のコーナーを継続しています。利用者の中には、自分もコ

ラムにチャレンジしたいと立候補してくださる方もいました。実際に協力依頼し、イ

ンタビューや写真撮影を行いました。出来上がった広報誌を見て、他にも色々チャレ

ンジしてみたいと意欲的な発言がありました。 

6月には、ホームページをリニューアルしました。今年度から事業を開始した相談

支援室こだま・自立生活援助こだまを追加しました。事業所の写真やマップ等を追加

して、どんな方が見ても分かりやすいように工夫しました。 

昨年度から進めていた東戸塚地域活動ホームひかりの施設紹介動画は 3月に完成し

ました。戸塚区基幹相談支援センターの相談員に協力してもらい、動画の構成・編集

等は、聴覚障害のある映画監督に依頼しました。撮影日には日中活動の利用者にも出

演してもらいました。完成した動画は、施設案内やイベント時に使用していきます。 

 

（２）保健・衛生委員会 

 

昨年同様、基本的に奇数月に委員会を開催しました。様々な部署で構成された委員

だったため、新たな視点が生まれ、活発に意見交換を行うことができました。会議で

挙がった意見をもとに嘔吐処理セットを用意し、必要な場所に設置しました。また、

基本的に偶数月に浴室の定期清掃を実施しました。浴室内は高圧洗浄機や新たに購入

した電動ブラシ等を使用し、汚れの落ちにくい箇所まで丁寧に清掃することができま

した。浴室の棚の整理整頓も行い、バスタオルやフェイスタオルも一部新調しました。 

例年通り 7 月・1 月(夜勤業務のある職員のみ)に健康診断を実施しました。感染症

予防のため、医療機関と会場や健診方法の確認を行い、時間帯によって受ける利用者・

職員のタイムスケジュールなどを調整しました。円滑に遂行できるよう、新たに健康

診断マニュアルを作成し、配慮が必要な利用者の対応を職員間で周知しました。活用

は次年度以降になりますが、更新していくことで対応をスムーズにし、利用者の負担

や混雑を軽減できるよう努めたいと思います。 

夏季は気候変動の影響で例年よりも気温の上昇が早かったため、送迎車内に経口補

水液とスポーツドリンク、瞬間冷却剤、冷却シートを早期に準備しました。また、体

調不良者に適切な水分の補給を促すため、年間を通して経口補水液を常備しました。 

11月には職員・日中活動利用者を対象に、インフルエンザの予防接種を実施しまし

た。 

館内清掃に関しては、清掃業務を委託している業者に、月 1 回のペースで施設の階

段や床・ベランダ周りの排水口等を清掃してもらいました。 

館内で使用する医療品については、適宜看護師と連携し補充を行いました。 
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（３）リスクマネジメント委員会 

 

職員体制の変更に伴い、予防管理組織表を修正・変更しました。 

東戸塚地域活動ホームひかりとホープ川上では、8月に地震を想定した避難訓練、2

月に火災を想定した避難訓練を行いました。 

 職員の資質向上を目的とし、東戸塚消防出張所高部部長を講師に、AED訓練を実施

しました。AEDの基礎知識や機器の説明から実技訓練まで指導いただきました。 

東戸塚地域活動ホームひかりは、福祉避難所になっており、防災備蓄品を保管して

います。適宜、新しい備蓄品との入れ替えや使用期限の確認を行い整理しました。 

毎月の職員会議で事故報告書を共有し、参加職員を含め検討していく事で再発防止

に努める機会としました。 

2か月に 1度の頻度で会議を開催し、課題に対する検討を行いました。 

 

（４）給食委員会 

 

昨年度に続いて 2 か月毎に委員会を開催し、委託業者と食事提供に関する事項につ

いての情報交換を行いました。 

感染症蔓延防止の観点から、時間差での食事提供や、他者との距離を空けて食事を

摂る形を継続しました。 

利用者にとって安全且つ美味しい食事を提供できるよう、検食以外にも実際に食事

介助をする職員からの意見や要望（食形態や固さ、量、温度など）を給食委員が集約

して委託業者へ伝達しました。 

季節に見合ったメニューや利用者のリクエストを反映したメニューを継続して提供

することができました。 
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Ⅱ．ラフォーレさくら 

 

１．利用実績（定員 20名） 

 

＜令和 6年度＞  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

在籍人数 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 20 － 

稼動日数 21 21 20 22 18 19 23 21 20 19 18 20 242 

延利用者数 266 288 256 302 240 252 282 261 253 242 240 257 3139 

利用人数/日 12.6 13.7 12.8 13.7 13.3 13.2 12.2 12.4 12.6 12.7 13.3 12.8 － 

送迎利用者数 9 11 10 36 26 13 11 11 9 8 8 6 158  

 

＜令和 5年度＞  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

在籍人数 19 19 19 19 19 19 19 19 19 18 18 18 － 

稼動日数 20 20 22 20 19 21 21 21 20 18 19 20 241 

延利用者数 254 243 278 257 224 257 252 243 248 209 240 256 2,961 

利用人数/日 12.7 12.1 12.6 12.8 11.7 12.2 12 11.5 12.4 11.0 12.6 12.8 － 

送迎利用者数 3 3 7 25 18 8 17 5 14 2 2 5 109 

 

令和 6 年度は、19 名（男性 7 名、女性 12 名）でスタートとなりました。3 月から

男性 1名が新たに契約となり、在籍人数 20名（男性 8 名、女性 12 名）になりました。 

怪我のため治療に専念していた利用者が復帰され、昨年と比べると利用者数が増加し

ました。 

加齢とともに体が動きにくい状況になっている利用者が、階段があるラフォーレさく

らに通い続けたいという思いで、グループホーム居室内で歩行訓練を単独で行い、転倒

してケガをしました。ラフォーレさくらに通所した時も、突然歩く練習を始めてしまう

時があり、怪我をしないよう身体を支えながら寄り添い皆で見守ってきました。 

「高齢だから」「エレベーターが無く階段の施設だから」という言葉が「ラフォーレ

さくらに通えなくなってしまうのでは」と本人を不安にさせています。ラフォーレさく

らに通いたいという本人の気持ちを大切にしていくためには、利用者を含めた皆の協力

と支援者のチーム力が必要不可欠でした。 

 体調不良のため休暇をとった職員もいましたが、お休みの期間、施設が滞りなく、利

用者にも迷惑をかけず、毎日が過ぎていくことができたのも、チーム力のおかけでした。

子育て中の職員が多々ある中、自身も色々あるにも関わらず、とても協力していただき

感謝しかありません。 

今後も、支援者一人ひとりの気持ちに寄り添い、困ったことなどが気軽に相談できる 

環境作りと今以上のチーム力向上につなげていきます。 
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２．日中活動 

 

（１）作業について 

 

卵販売や下請け作業などの既存の仕事の他に、自主製品販売が好評でした。特に編

み物製品の受注も多く、1年を通して作業が途切れることはありませんでした。 

何度もチャレンジして、時間をかけて練習をし、何年もかかってできるようになっ

た方もいました。そして、編み物練習中の人も、編み物をしない方も、その人に合わ

せた作業の形を模索しながら、製品のできるところに何かしらの関わりを持っていた

だき仕上げていくことに重点を置いてきました。 

外での販売も多いため、「ラフォーレさくら」を今以上にアピールするため、看板づ

くりも行いました。製品づくりに関われなくても、販売に結びつく活動に参加してい

ただきました。以前、障害者支援センターより助成金を受けて、ラフォーレさくらオ

リジナル製品となるような作品づくりを模索する機会をいただき、その時に学んだパ

ンチニードル仕様の素敵な看板が仕上がっています。 

一定年齢の人たちであれば、下請けを含めた製品づくりにも関わってほしいと思っ

ています。社会を形成するひとりとして、また、自分の生活基盤を作る原動力として、

作業ができるのであれば、経済活動に携わってほしいからです。作業内容によっては

参加できないと思われる人もいますが、今ある既存の作業を主に考えてできないと判

断するのではなく、その人に合わせた作業の形を模索し、経済活動につなげていけれ

ばと思います。 

 

（２）生活プログラムについて 

 

利用者会議や個人面談で出た意見を参考に、体験教室や創作活動を計画しました。

障害者支援センターより製品づくりを学ぶ機会をいただき、出来上がった作品が横浜

そごうや横浜市民ギャラリーで展示されました。 

 

No. 開催月 プログラム内容 

1 4 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・絵手紙教室 ・パンづくり教室 

・レクホールスポーツ  

2 5 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・日帰り旅行 ・パンづくり教室 

・レクホールスポーツ ・ふれあいスポーツ大会  

3 6 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・パンづくり教室 

・レクホールスポーツ ・歯科検診 

4 7 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・パンづくり教室 

・レクホールスポーツ ・健康診断  

5 8 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・パンづくり教室 

・レクホールスポーツ ・調理実習＆ビンゴ大会  
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6 9 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・蕎麦打ち教室  

・地域交流ボッチャ大会（本大岡地区 14 町内会）  

7 10 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスポーツ ・健康相談（訪問看護） 

8 11 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・蕎麦打ち教室 

・地域交流ボッチャ大会（本大岡地区 14 町内会） ・みかん狩り  

9 12 月 

・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスポーツ（ＰＴ） ・障害者作品展（南区総合庁舎）  

・日帰り旅行 

10 1 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスポーツ（ＰＴ）・初詣（若宮神社） 

11 2 月 
・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・蕎麦打ち教室  

・バレンタインデーチョコ作り・地域交流ボッチャ大会（本大岡地区 14 町内会）  

12 3 月 

・機織り講習 ・クラフトバンド教室（2 回） ・蕎麦打ち教室 

・ホワイトデースイーツづくり ・本大岡地区ニコニコウォーク 

・決起会＆ビンゴ大会 

 

３．地域交流について 

 

設備提供やボランティア活動、プログラムの参加を通して、地域住民との相互理解を

深めました。次年度の利用者体験教室に向けて事前講習会を開催し、支援者 14 名の参

加がありました。教室を通して、一緒に楽しみながらコミュニケーションを図る機会を

作りました。 

 

No. 開催月 行事 場所 参加者 

1 5 月 ふれあいスポーツ大会 横浜ラポール 
市内の障害児者 

家族・ボランティア 

2 8 月 調理実習＆ビンゴ大会 ラフォーレさくら 地域住民 

3 9 月 地域交流ボッチャ大会 地区センター 地域住民 

4 

11 月 

みかん狩り 
芝シーサイド 

ファーム 
地域住民 

5 地域交流ボッチャ大会 地区センター 地域住民 

6 2 月 地域交流ボッチャ大会 地区センター 地域住民 

7 

3 月 

本大岡地区ニコニコウォーク 本大岡地区 地域住民 

8 支援者事前講習会（ワイヤ-アート） ラフォーレさくら 地域住民 

9 決起会＆ビンゴ大会 ラフォーレさくら 地域住民 
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４．他機関や支援者間の連携について 

 

定期的におこなっている事業検討会や連絡会、カンファレンス、モニタリングを通し

て情報共有をしながら利用者の対応をしてきました。 

昨年、課題として挙がっていた「支援体制の見直し」については、ボランティアの増

員を行いました。地域の方や現在通所されている利用者数名が顔見知りの学識経験者な

どにご協力いただけることになりましたが、まだまだ人が足りない状況です。ひき続き

利用者に寄り添っていただく支援者の増員を目指します。 

支援者には障害理解を深めるための資料と虐待防止チェックリストを配布し、各自で 

振り返っていただきました。 

 

５．防災訓練について 

 

10月に行われた本大岡地14町内会が実施する防災訓練には、利用者も一緒に参加し、

初期消火訓練、煙ハウス、防災クイズなどを体験しました。 

2月に行われた拠点訓練では、ラフォーレさくらの職員全員が参加し、消防署より災

害についての心構えについて講話をいただきました。 

その他、一時避難所となっている公園整備や備蓄倉庫の点検、清掃にも地域の方と一

緒に参加しました。 

備蓄している非常食に少しでも慣れていただくため、賞味期限の近い品を中心に試食

する機会も作りました。 

 

６．学習・研修参加 

 

研修会や学習会へ参加し、職員やボランティアの資質向上に努めました。 

 

No. 開催月 研修・講演会名 場所 

1 

10 月 

・自閉症の方のかかわり オンライン 

2 ・高齢期の知的障害のある方へのかかわり オンライン 

3 ・虐待防止グレーゾーン研修 浦舟複合福祉施設 

4 11 月 ・精神障害のある方へのかかわり オンライン 

5 12 月 
・福祉職・支援者が知っておきたいてんかんの基礎知識 

とその対応方法について 
オンライン 

6 

3 月 

・強度行動障害者の現状と基礎的理解について オンライン 

7 
・障害者虐待防止について 

・身体拘束当の適正化 
南区総合庁舎 
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７．その他 

 

家族が新型コロナウイルスに感染し、お休みする利用者が増えました。定期的に連絡

を取り体調の確認などを行いながら、必要に応じて抗原検査キットを届けるなどの対応

を行いました。インフルエンザのワクチン接種については支援者全員が完了しました。

支援が必要な利用者の予約や接種については、家族やグループホームと相談しながら対

応しました。 
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Ⅲ．後見的支援センターとつかエコー 

 

１．支援内容の振り返りと整理 

 

登録件数などは、例年並みに増えていて、地域の中の関心は高まっています。また、

親の高齢化に伴い、家族の生活のバランスが崩れるケースが目立つようになってきまし

た。親のケアのために地域ケアプラザと連携を取ったり、親のための成年後見制度利用

を司法書士と進めたりすることが増えました。 

就労している登録者も増え、職場の不具合やストレスの声を聴く頻度も増えてきまし

た。就労系の支援事業所とも連携をとり、安心して働いていけるような環境を一緒に考

えることが増えているので、就労系事業所への制度説明を求められることも多くなりま

した。 

年度当初目標に掲げてきたあんしんキーパー増加も目標数に達し、あんしんキーパー

からの相談も増えました。 

登録者数およびあんしんキーパーの推移は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 登録者数 

あんしんキーパー 
昨年度末 今年度 計 

17 名 15 名 30 名（終了２名） 

 

２．課題 

 

目の前の急激な変化に伴って（急な親の認知症、兄弟の医療保護入院など）、後見的

支援制度を通じて、今までの家族状況や環境を関係機関に提案してネットワークに活か

すことが徐々に出来てきました。しかし、後見的支援の枠を越えずに上手くネットワー

クを活用することができるように支援室全体で地域資源の活用方法やネットワーク構

成の方法を習得していくことの必要性を感じています。 

 

３．取り組み 

 

通常の面談や訪問などの支援の他に、支援を地域に広げていけるように年 1 回 あん

しんキーパーを集う会の開催や、年 2回の広報紙を発行していきます。 

 

登

録

者

数 

昨年度末 127 名 

今年度 

上半期 11 名 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

4 名 2 名 0 名 3 名 1 名 1 名 

下半期 8 名 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1 名 2 名 1 名 2 名 1 名 1 名 

終了  14 名 

合計 132 名 
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Ⅳ．相談支援事業所こだま 

 

１．支援内容の振り返りと整理 

 

年度当初計画した通りに、東戸塚地域活動ホームひかりの計画相談未実施の方の計画

を実施することができました。また、計画相談の手法についても検証しながら取り組み、

効率かつ質良く支援を実践していく方法も整理ができました。しかしながら、数や資源

の少なさ、全体的な需要と供給のバランスの悪さから、目指すところと実際の動きや結

果の差を感じています。今後は、利用者の方により良いサービス提供をしていくために

も適正な流れを意識して事業を展開していきます。 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合計 

計 画  8 8 9 4 9 4 7 9 6 5 7 8 84 

モニタリング 28 22 25  16 26 21 20 16 26 20 13 18 251 

訪問回数 56 50 56 47 52 43 52 50 54 53 40 45 598 

契約 
新規 2 名 0 名 0 名 1 名 3 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 8 名 

終了 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名 

契約者数 85 名 85 名 85 名 85 名 88 名 88 名 88 名 88 名 88 名 89 名 89 名 89 名 89 名 

 

２．課題 

 

障害福祉サービスの実質的な受け入れ状況などの情報を相談員が１つ１つ当たって

いかないとわからない状況に時間と手間がかかりすぎています。コミュニケーションと

障害福祉サービス事業所の力量を図る上では、必要なことではありますが今後は効率よ

く進めていきます。また、受け入れの目途もある程度決めておかないと、要望は頻繁に

上がっていても対応しきれない状況は続いています。 

 

３．取り組み 

 

 相談員の情報交換をこれまで以上にスピーディに行っています。また、経験のある相

談員から経験の少ない相談員へ情報や手法を上手に伝えていき、スムーズに計画の立

案・運営をできるようにしていきます。初任者研修を受講できる職員は積極的に受講し、

計画相談員として活躍できるようにフォローしていきます。 
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Ⅴ．相談支援室こだま・自立生活援助こだま 

 

１．支援内容の振り返りと整理 

  

 今年度より開始した事業で、制度概要と地域のニーズを照らし合わせながら進めまし

た。横浜市の方針もあり、一人暮らしを考えている人にアセスメントを行い、自立生活

援助事業で支援した上で、期間内で自立生活が難しい場合は自立生活アシスタント事業

を提供するといったパターンで支援提供を行いました。 

この間、戸塚区には知的障害の方の対象アシスタント事業が無かったために基幹相談

支援センターなどが自立生活を支えてきた経緯もあり、全体的に円滑に支援を提供して

いきたかったが、新規相談が次々入ってきたため支援者のいない方を優先しました。 

 

自立生活援助事業契約者 延べ  4名 

横浜市自立生活アシスタント事業登録者 延べ  7名 

継続相談者 延べ 22名 

 

２．課題 

 

 自立生活アシスタント事業への理解は浸透していたので、ある程度事業と利用者のミ

スマッチはありませんでした。しかしながら、自立生活援助事業への周知が不十分であ

り、区とも協議して支給決定や流れを再確認しました。また、女性の対応のニーズが多

くあり、応えられませんでした。今後は、女性アシスタントの配置を検討していきます。 

 

３．取り組み 

 

 一人暮らしを支える地域の資源と協力をネットワーク化します。また、戸塚区生活支

援課生活困窮とアウトリーチパートナーとして区域のひきこもりなどの人の相談に乗

るために、アウトリーチ定例会議に月１回参加しました。 
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Ⅵ．ホープ川上 

 

１．利用実績 

 

利用者の顔ぶれに変わりはなく、区分 6の利用者が 1名、区分 5の利用者が 3名、区

分 4の利用者が 2名の計 6名が入居されています。 

昨年度の 1月末から 2月初旬にかけて新型コロナウイルス感染症による影響で利用数

が減少していた分が戻りました。年末年始に利用者 2名が相次いで体調を崩すことがあ

りましたが、2名とも 365 日の利用者だったため、利用実績数には影響しませんでした。

その他感染症などによる影響は無く、結果としてほぼ当初の計画に近い利用者数となり

ました。 

 

＜令和 6年度＞ 

各月の状況 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

サービス 
提供日数 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 28 日 31 日 365日 

区分 6(1名) 25 26 25 26 24 22 15 25 24 22 23 26 283 

区分 5(3名) 76 71 70 75 66 66 78 70 74 71 63 75 855 

区分 4(2名) 55 57 55 58 52 53 57 53 53 53 51 57 654 

全利用者数 156 154 150 159 142 141 150 148 151 146 137 158 1,792 

利用率（％） 86.6 82.7 83.3 85.4 76.3 78.3 80.6 82.2 81.1 78.4 81.5 84.9 81.8 

 

＜令和 5年度＞ 

各月の状況 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

サービス 
提供日数 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 29 日 31 日 366日 

区分 6(1名) 25 24 25 24 21 25 25 26 25 14 19 26 279 

区分 5(2-3 名) 40 36 47 36 40 40 76 68 91 60 52 77 663 

区分 4(2名) 55 55 56 56 51 55 56 54 56 47 44 57 642 

区分 3(1-0 名) 30 31 30 31 31 30 - - - - - - 183 

全利用者数 150 146 158 147 143 150 157 148 172 121 115 160 1,767 

利用率（％） 83.3 78.4 87.7 79.0 76.8 83.3 84.4 82.2 92.4 65.0 66.0 86.0 80.4 

 

２．職員体制 

 

3 月現在、泊まりの世話人兼生活支援員 3 名と、調理と清掃を主に担当する世話人の

パート職員 4名で、土日祝日の日中支援も含めて利用者の生活を支えました。 

週 4 日勤務の、調理と清掃を主に担当する世話人の退職を受け、4 月から新たな体制

を組んでスタートしましたが、2 ヶ月で 1 名が退職、さらに 2 ヶ月後には 2 名が勤務変

更となり、週に 3日の調理勤務に穴が出来てしまいました。泊りを担当する世話人が穴
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を補いながらの苦しい遣り繰りが続きました。男性職員が手薄となっていた日中活動部

からも夕方ヘルプの協力を要請しなければなりませんでした。それでも開所以来続けて

いる「温かい手料理」を切らすことなく提供できたことは、その後の支援者のモチベー

ション向上に繋がりました。 

事業計画であげた泊り業務の「支援手順書」を整備しましたが、実際には他部署から

の応援に頼ることはありませんでした。 

 

３．利用者支援 

 

（１）生活支援 

 

利用者それぞれのリズムで穏やかに、その人らしい生活を送っていただいています。 

365日利用の利用者に対しては、生活上必要な買い物や適切な医療の同行支援をしま

した。 

ホープ川上では毎日配食業者から届く食材を調理して提供していますが、いわゆる

「福祉食」ではなく「一般食」の食材セットを注文しています。実際に一汁三菜の食

事内容は見た目にもかなりボリュームがあり、メニューによってはカロリー過多に思

えることもあります。利用者は全員40歳以上であり肥満傾向の利用者もいます。ご飯

の量だけを加減して提供する、ゆっくりよく噛んで食べていただくよう声掛けをする

など、満足感を損ねることなく個別に配慮しました。その結果、肥満傾向の利用者の

ほとんどが年間を通して、緩やかな体重減少に転じました。 

年末年始にかけて、365日利用の利用者が相次いで微熱と食欲減退（お一人に関して

は嘔吐症状も）の体調不良になりました。年末年始休みで診察している医療機関が東

戸塚の基幹病院のみでした。寒さと混雑の中での二次感染のリスクなどを考慮して病

院受診はせず、ホームで安静にしながら備蓄薬と経口補水液、手作りおかゆなどで対

応することにしました。泊りの世話人間で情報を共有しつつ、急変に備えて「救急相

談センター」の電話番号なども準備していましたが、結果としては、お二人ともすぐ

に症状が安定していきました。 

 

（２）安全な生活環境の提供 

 

夏場の食中毒、冬場の各種感染症やウイルス性胃腸炎など、生活の中で衛生状況に

関わるリスクは多岐にわたります。それらのリスクに対してとれる対策は、やはり清

掃と消毒を中心とした衛生管理につきます。職員はそれぞれが衛生意識を高く持って

毎日のタスクをこなしました。 

日々の支援記録をできるだけ丁寧に記載し、急を要する連絡は夜間でも世話人間で

情報を共有しました。 
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（３）事故/ヒヤリ・ハット 

 

１）事故 

4月に 1件、と 2 月にも同じ利用者による転倒事故がありました。以下、事故報告

書から抜粋して記載します。 

 

【事例】 

・9:00にホープを出発して、他利用者と一緒にひかりに向かう通所途中、東戸塚駅

喫煙所横の大きな階段を降りていた。階段からは線路が見えるので、電車好きな

本人は、注意をしてもついよそ見をしまい、以前にも転倒してしまうことがあっ

た。それ以降は、必ず手すりを持ちながら階段を降りてもらうことになっていた。 

雨上がりでまだ階段も濡れていて滑りそうだったので、降り始める前に「（手すり

に）つかまって」と声をかけていた。その後、職員は先に行ってしまった他利用

者に注意が向いていたが、最下段を降りきったところで後ろから「ドスン」と大

きな音がした。振り返ると本人が右手を着いて横たわるように倒れていた。 

手すりもまだ少し濡れていたので、ちゃんと掴んでいなかったのかもしれない。 

→ 右手小指を剥離骨折してしまいました。常に「よそ見をしないで、前を見てく

ださい」と声掛けをさせていただいていますが、改善は難しい利用者です。この

階段での転倒事故は 2 度目なので、これ以降このルートで通所する際には、本人

だけは別れてエレベーターを利用していただいています。 

2月の転倒も同じ利用者です。こちらも通所中で、上記の理由でルートを別に通っ

ていたことから、転倒発生時の状況は確認できていません。 

 

２）ヒヤリ・ハット 

計 4件のヒヤリ・ハットが発生、報告されました。 

ホーム内で 1件、通所中に発生したものが 3件となっています。 

以下、抜粋して掲載します。 

 

 【事例】 

・ひかりの日中活動が終わってロビーで帰りを待つ際、動きの進路上にいる歩行困

難な他利用者を手で押すことがあった。相手の母が支えていたので転倒は免れた。

本人は、自販機でお茶を買ってから決まった位置に座る動きに強いこだわりがあ

り、場所や進路をふさがれることに対してはかなり強硬になることがある。場所

が込み合っている時は、なるべく近くに職員がいて見守った方がよい。 

→ この後にも同様の事例が多くみられるようになってきたため、現在はロビーが

空いてくるまで日中活動ルームで待機していただき、安全を確認してから声掛け

して職員が同行するようになっています。 
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４．学習・研修参加 

 

職員としての資質向上、技術・知識の獲得を目指し、以下の研修に参加しました。 

 

５．防災の取り組み 

 

8 月に地震、3 月に火災を想定した避難訓練を行いました。避難訓練に合わせて、持

ち出し用備品の確認や、備蓄食料の賞味期限の確認も行いました。 

今年度入職した世話人が担当している日に行いました。 

No. 開催月 研修名 場所 参加者 

1 7 月 
戸塚区地域自立支援協議会・全体会 

「意思決定支援の基本について」 

戸塚区役所 
（オンライン受講） 

三野 

2 2 月 人権擁護と職場のコミュニケーション 
戸塚区地域自立支援協議会 

グループホーム連絡会 
※オンライン受講 

三野 
羽室 

3 3 月 ひかりリスク委員会主催「AED 実施講習」 ひかり地域交流室 
三野 
羽室 


